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シ
に
料
理
方
法
を
教
え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
都
市
と
農
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
結
ぶ
貴
重
な
架
け
橋
に
な
っ
て
い
ま
す
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が
ま
た
お
え
ま
し
た

白
石
市
指
定
文
化
財
に
　
．

　
武
家
屋
諮
小
関
家
を
指
定

　
阿
弥
陀
如
来
立
像

■
学
校
週
五
日
制
を
導
入

■
白
川
中
学
校
を
中
心
に

　
　
総
合
防
災
訓
練

鰐

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■人口42，339人（前月比十40人）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■男20，744人■女21，595
　　　　　　　1992JuNE　　　■世帯数12，142
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※住民基本台帳から4月30日現在
　　　　　　　　　　　　N皿395
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ヨ
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レ
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、
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㌘
　

ま
だ
体
験
し
て
い
な
い
あ
な
た
に
…
…

、
璽詮
bげノも

韻

（
該

舗

r
麹
馬
・
．

堅
茜
釜
・

　
　
　
　
　
盈
回

、

’

o
　
o
o
　
o

翔
太

　
オ
ー
ス
、
市
民
の
み
な
さ
ん
元
気
？
ボ
ク
翔
太
。
ま
た
ま
た

登
場
で
～
す
。

　
も
う
み
ん
な
体
験
し
て
み
た
か
な
。
え
っ
、
何
を
だ
っ
て
。

も
ち
ろ
ん
五
月
二
十
八
日
オ
ー
プ
ン
し
た
ば
か
り
の
「
ス
パ
ッ

シ
ュ
ラ
ン
ド
し
ろ
い
し
」
さ
。
ボ
ク
は
一
二
十
一
日
の
日
曜
日
に

お
父
さ
ん
た
ち
と
行
っ
て
き
た
ん
だ
。
と
っ
て
も
広
く
て
楽
し

く
て
、
「
白
石
家
の
初
夢
日
記
」
の
と
お
り
だ
っ
た
よ
。

　
去
年
の
夏
休
み
は
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
に
連
れ
て
い
っ
て
も

ら
っ
た
け
ど
、
い
っ
ー
ぱ
い
混
ん
で
い
て
、
乗
物
三
つ
し
か
乗

れ
な
か
っ
た
し
、
美
咲
は
ダ
ウ
ン
し
ち
ゃ
う
し
。

　
今
年
の
夏
は
デ
ィ
ズ
ニ
⊥
フ
ン
ド
の
代
わ
り
に
ス
パ
ッ
シ
ュ

ラ
ン
ド
に
十
回
連
れ
て
ぎ
て
も
ら
お
f
っ
と
皿
お
父
さ
ん
も
そ

の
方
か
い
い
で
し
よ
。

拓
也

　
え
、
ま
あ
ね
。
そ
れ
か
ら
一
つ
だ
け
お
勧
め
し
ま
す
。
市
民

の
方
な
ら
市
民
会
員
に
な
っ
て
か
ら
行
っ
た
ほ
う
が
お
得
で
す

よ
。
申
し
込
み
た
い
方
は
次
の
ぺ
ー
ジ
に
書
い
て
あ
り
ま
す
。
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ひろ～いプールヘウエルカム。

　　　50m公認プールで世界記録に挑戦？

な一んてのもいいかも。とにかく50mはハンパな長さ

　　じゃないよ。自動計時システムで自己記録もわかっちゃう。
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齋蝋。、些曙讐
　各種シャワー

瓠氾／諮庄注座湯と圧注寝湯

憾尋、一灘．

　勇りこ1峯

軽

纏講鰯
寝湯（手前右）と泡湯（奥）

酋
Z

盛

　
　
　
　
　
ざ
ズ

　　　％「
餓靭’、勉ン

　　　ー　●、

いろんなお風呂でシェイプアップ。

　　水泳はあまり得意じゃないし、楽しくシェイプ

　　　アップでぎたらな……。あります、そんな人へのお薦めが

　　　　バーデゾーン。ゆっくりといろんなお風呂をお楽しみください。

ご
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募

舛
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一プ“＼、凱π

焦一繍・諦1・1訓、翰』』㌧
　　　霧　湯　　　　　 ／　　　　　　痢甥
　　　　　　　　　　／∫．

　　　　　　　　　　i：露へ　、　　　血』　　五耐諾
　　　　　　　　　　　バーデゾーンの全景（手前が超音波湯

先着1，000名の方に防水

ウェストポーチプレゼント〃

　
で
ケ

∫。

○利用料金

　市民会員になりますと、一般料金が表のように割引きになります。

　　　　　　　　　冨　　　　　　　　　　　　　　　　　…指　　　　　藺　　　9粘　　　一

510円
250円
100円
720円
410円
200円

510円
250円
100円
720円
410円
2口0円

5，150円
1，0∈30円

　610円
　100円
1，540円
1，030円
　51口円

年会費
大人小学生
幼児
大人小学生
幼児

○その他
　　スパッシュランドで申し込みをする方は、その場で会員証が発行でぎます。その他でお申し込みの方には後日郵送いたします。

肺毛

●

駅調

やっぱり温泉で元気全開。

　　　何といっても日本人は温泉さ、と純和風が

　　お好みの方には、岩風呂かおすすめ。小原渓谷を

ながめながら、ゆったり浸かれば心も体もホッカホカ。
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蛍
盛

Q＆儀
詳撃賊

L轟

、
瓢

岩風呂（男湯は小十郎の湯、女湯は喜多の湯

一ノ層このスピード感が
‘
・
、 　　　　たまらない。
　　　　　水と一体となってすべり下りてくるウォーター

　　スライダー。一度試したらたまらないおもしろさが人気です。

ヒ毒　プ・一一一
　　　　　　　　　　　4　顎　　瓠～
　　　　　　　　　　　　　　　　竃

水着使用の場所はどこ
50mプール、子供プールとバーデゾ

ーンが水着使用になっています。

水着は売っているの？
一年中売店にならべてありますので

お買い求めください。

水着の貸し出しはするの？
　申し分けあ1）ませんが貸し出しはし

てお1）ません。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リ　チ　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ず
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　　　　　　　　　　　　？藤劃珊U　　　　、、驚墾　・・
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ヒ　　　　もん
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　或ぼ　P　　　■「－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｝
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ず　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ルヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド　　　び　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ド

　　　　　　　子供プールと一体となったウォータースライダー　　　　　　　翻　」還　藝．1，．，、　　　姦出謙蕊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スライダーのスタート地点

　　　　　　　　　鷲　　　　スパッシュランドから耳寄りなニュース！7
　　　　　　　弱　　　　　　　＠
　　　　　　　　　　　　　　　フルシーズン・湯トリストの「スパッシュランドしろいし」が、5月28日に

　　　騙憲……葬≡囎　　　オープンしました。一家族1年間に5，150円を納入して市民会員になりますと、

　　　　　　　　　　　　　　家族全員が何度利用しても、約2／3の料金で一日ゆっくり過ごしていただけま

　　　　　　　　　　　　　　す。また、各教室（水泳教室やエアロビクス教室）を受けるときにも大変お得

　　　　　　　　　　　　　　です。ぜひあなたもお早めに市民会員の申し込みをしましょう。
問い合わせは　　　　　　　　　　　　△
　　　　　＿　　　　　　　　　o年z＝費　5，150円（消費税込み）
　スパツシュフンドしろいし
　　　　　　　　　　　　　　○会員期間　1年間有効
　白石市小原字西川久保1B番地
　　　　　　　　　　　　　　○申込受付場所
　費29－2326　　　　　　　　　　　　　　　　市役所市民課、各事務連絡所、スパッシュランドしろいし
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N
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鳶後

　
　
　
　
　
　
　
白
石
市
類
文
化
財
晶
纏
縮
鵠
撃
類

　
平
成
四
年
四
月
一
日
付
け
で
、
新
た
に
「
片
倉
家
中
武
家
屋
敷
旧
小

関
家
」
と
、
当
信
寺
の
「
阿
弥
陀
如
釆
立
像
」
の
二
つ
が
、
白
石
市
指

定
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
二
つ
を
紹
介
し
ま
す
。
な
お
、
現
在
ま
で
大
切
に
保
存
さ
れ
て

き
た
所
有
者
の
こ
苦
労
に
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。
今
後
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
こ
協
力
を
得
な
が
ら
、
白
石
の
宝
と
し
て
大
切
に
守
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

！・　　　 雅獣

座矯鯖」　っπ

膨ジ

　
　
　
　
　
蕩
！
鑑
．

釣竈　
　
　
　
　
文
政
五
年

　　A　一　串
一　冨

ア・
．“

ユ

片
倉
家
中
武
家
屋
敷

　
　
　
　
　
（
一
八
二
二
）
七
月
、
小
関
家
先
祖

衛
門
七
元
矩
の
家
譜
書
上
に
よ
れ
ば
、
初
代
元
成

は
松
前
八
之
助
家
中
小
関
弥
右
衛
門
元
直
の
次
男

で
、
延
宝
八
年
（
一
六
八
O
）
、
松
前
家
か
ら
片

倉
家
四
代
村
長
に
仕
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
の
分
限
帳
に
よ
れ
ば
、

小
関
佐
幸
は
一
貫
四
百
二
十
文
の
知
行
で
、
中
小

姓
、
徒
目
付
と
あ
る
。
片
倉
家
に
お
け
る
中
級
武

士
の
身
分
と
み
ら
れ
よ
う
。

　
家
伝
に
よ
れ
ば
、
片
倉
家
二
代
重
長
の
時
、
鎌

先
街
道
沿
い
の
田
原
田
の
開
墾
を
行
っ
た
。
こ
の

と
き
切
っ
た
材
木
が
、
小
関
家
に
も
使
用
さ
れ
た

と
い
う
。
こ
の
開
墾
は
寛
永
元
年
（
一
六
四
二
）
か

ら
始
ま
り
、
万
治
元
年
（
一
六
五
八
）
に
完
成
し

た
と
い
う
。
と
す
れ
ば
、
二
の
家
は
す
で
に
三
百

三
十
年
以
上
経
過
し
た
家
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

し
か
し
確
証
は
な
い
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
、
十
八
世
紀
初
頭
は
下
ら
な

い
古
建
築
と
考
え
ら
れ
、
家
中
武
家
屋
敷
と
し
て

は
、
現
在
宮
城
県
内
に
お
け
る
最
古
の
部
類
に
属

し
よ
う
。
要
す
る
に
、
農
民
住
宅
を
素
地
と
し
で
、

旧
小
関
家

所
在
地

　
白
石
市
西
益
岡
町
六
－
五
二
（
旧
字
後
小
路
）

形
状
・
構
造

　
白
石
城
の
外
堀
に
あ
た
る
沢
端
川
の
流
れ
が
屋

敷
の
前
面
（
北
面
）
と
側
面
（
東
側
）
を
取
り
囲

ん
で
い
る
。

　
土
橋
を
渡
り
、
簡
素
な
棟
門
を
入
る
と
土
塀
に

突
き
当
た
り
、
こ
の
土
塀
沿
い
に
左
に
折
れ
る
と

母
屋
の
台
所
口
に
至
る
。

　
こ
の
土
塀
は
座
敷
前
の
庭
を
囲
い
、
露
地
を
形

成
す
る
と
と
も
に
、
塀
に
は
屋
敷
に
入
っ
て
く
る

人
を
見
ら
れ
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
。
台
所

口
の
脇
に
は
、
塀
中
門
の
簡
略
化
さ
れ
た
潜
り
の

し
だ
い
に
下
級
武
士
住
宅
と
し
て
形
成
を
整
え
て

く
る
歴
史
的
経
過
を
示
す
貴
重
な
建
築
で
、
後
世

の
改
修
の
手
も
少
な
く
、
保
存
状
態
は
比
較
的
良

好
で
あ
る
。
日
本
住
宅
建
築
史
上
、
文
化
史
上
の

価
値
は
高
い
。

　
こ
の
ほ
ど
、
小
関
家
か
ら
の
ご
厚
意
に
よ
り
、

建
物
を
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。
白
石
市
で
は

さ
っ
そ
く
平
成
四
年
度
に
修
復
設
計
調
査
を
実
施

し
、
当
時
の
ま
ま
の
武
家
屋
敷
を
復
原
す
る
青
写

真
を
作
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
活
用
と
し
て
は
、
往
時
の
片
倉
家
中
の
文
化
や

生
活
な
ど
の
各
種
展
示
に
よ
り
、
歴
史
を
肌
で
感

じ
る
空
間
と
し
て
公
開
す
る
な
ど
、
市
民
の
皆
さ

ん
の
お
知
恵
を
拝
借
し
な
が
ら
よ
り
よ
い
活
用
と

保
存
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
修
復
設
計
調
査
の
た
め
、
現
在
武
家
屋
敷

内
の
見
学
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
こ

了
承
く
だ
さ
い
。

板
戸
が
あ
り
、
こ
こ
か
ら
直
接
座
敷
縁
に
通
じ
る
。

　
前
面
、
つ
ま
り
北
側
上
手
に
「
な
か
ま
」
と
称

す
る
正
座
敷
を
、
次
い
で
「
お
か
み
」
と
称
す
る

次
座
敷
を
並
べ
て
、
そ
の
境
に
欄
間
を
と
り
、
上

下
の
二
座
敷
を
構
成
す
る
。

　
「
な
か
ま
」
の
裏
に
「
な
ん
ど
」
を
、
　
「
お
か

み
」
の
裏
に
「
ち
ゃ
の
ま
」
を
配
す
る
。
表
側
の

二
室
は
奥
行
が
二
間
と
大
き
く
、
裏
側
の
二
室
は

一
問
半
と
奥
行
が
小
さ
い
。

　
座
敷
の
前
面
と
裏
側
と
に
、
現
在
縁
側
が
設
け

ら
れ
て
い
る
が
、
も
と
は
濡
縁
で
あ
っ
た
と
み
ら

れ
る
。
上
手
の
「
な
か
ま
」
奥
に
「
と
こ
」
を
有

し
、
　
「
ひ
ら
し
ょ
い
ん
」
を
付
け
、
　
「
お
か
み
」

の
露
地
に
面
し
て
張
り
出
し
を
取
り
、
格
子
を
付

け
る
な
ど
辛
う
じ
て
武
士
住
宅
と
し
て
の
体
裁
を

と
る
。

　
沿
革
・
建
築
年
代

阿
弥
陀
如
来
立
像

所
有
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
氏
普
及
廠
大
と
大
き
な
関
連
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白
石
市
字
本
町
六
十
二
番
地

　
　
宗
教
法
人
　
当
信
寺

本
像
は
、
高
さ
七
九
セ
ン

を
も
’
．
で
、
、
鎌
含
時
代
以
降

盛
ん
に
製
作
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
，

　
本
像
の
造
像
手
法
罪
、
協
鳩

寄
木
造
り
の
方
法
、
玉
眼
嵌

入
の
手
法
も
、
当
時
は
一
般

的
な
も
の
で
あ
る
が
、
両
袖
の
は
ぎ
付
け
方
な
ど

に
新
味
が
見
ら
れ
る
。
表
現
手
法
は
、
鎌
倉
時
代

の
有
名
な
仏
師
・
安
阿
弥
快
慶
が
あ
み
だ
し
た
彫

り
出
し
方
で
あ
る
。
煩
雑
な
が
ら
規
則
性
を
も
っ

た
衣
文
の
表
し
方
に
特
色
が
あ
る
、

　
い
わ
ゆ
る
三
尺
阿
弥
陀
如
来
像
の
多
く
は
、
漆

ば
く箔

造
（
漆
塗
り
で
金
箔
を
押
す
）
で
あ
る
が
、
本

像
は
素
木
造
り
で
あ
る
こ
と
も
特
異
で
あ
る
。
彫

刻
の
技
量
は
本
格
的
で
、
細
部
に
も
神
経
を
行
き

届
か
せ
た
丁
寧
な
ノ
ミ
使
い
を
し
て
い
る
。

　
全
体
と
し
て
、
京
都
・
奈
良
あ
た
り
の
仏
所

（
仏
像
製
作
の
工
房
）
で
本
格
的
に
修
行
し
た
仏

師
（
仏
像
彫
刻
の
専
門
家
）
に
よ
っ
て
製
作
さ
れ

た
仏
像
と
考
え
て
よ
く
、
時
代
的
に
も
南
北
朝
時

代
か
ら
室
町
時
代
の
早
い
こ
ろ
に
あ
て
て
よ
い
で

あ
ろ
う
。

　
こ
の
こ
と
は
、
本
像
に
ま
つ
わ
る
記
録
・
寺
伝
・

伝
承
と
も
一
致
す
る
。

　
本
像
は
江
戸
時
代
初
期
、
片
倉
家
が
白
石
城
下

の
経
営
を
進
め
て
い
っ
た
こ
ろ
の
、
信
仰
・
文
化

の
様
相
を
示
す
貴
重
な
文
化
遺
産
で
あ
り
、
彫
刻

と
し
て
も
優
れ
て
い
る
。

　
本
仏
像
は
、
当
信
寺
の
本
尊
と
し
て
現
在
も
祀

ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
見
学
は
次
の
ご
開
帳
の
日

に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
開
帳
日

　
。
十
二
月
三
十
一
日
～
一
月
一
日

　
・
春
の
彼
岸
の
中
日

　
　
≡
一
月
二
十
日
ま
た
は
二
十
一
日
）

　
・
八
月
十
一
日

　
・
八
月
二
十
三
日
　
祭
礼

　
・
九
月
二
十
三
日
　
　
（
予
定
）

　
学
．
爾
的
調
査
な
ど
の
場
合
に
は
、
当
信
寺
（
欝

二
六
1
三
四
七
三
）
に
前
も
っ
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
鮎

市
指
定
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化
財
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覧

　（史跡〕世良修蔵の墓　　　　〔史跡〕郡山横穴古墳群　　　　　〔史跡〕堂田遺跡

繕馨聾』’・一灘鱒、［鑑鵡無璽
　　〔史跡伯石城跡　　〔史跡〕鵬家御廟、，

　　　　　　　　　　　1難は
難難批欝懇難

．
一騨、ノ

有形文化財〕　白石焼壺

　　　　「
　　　　　晋

　　　　　ll

技
‘

造
　
‘

鍛
」
蓋

刀本日
　
　
　
苺

㈱
膿

挽芸工

　　　　　　　　　　　　　　　　　｝

ら
．

腕

ド
．
熱

　

慶



二
一

ー
『
　
　
　
唄

」
　
『
卜

　　　　　　　　　　　　　　　日　　　

一→卜一r

iI

さ
れ
、
月
一
回
、
第
二
土
曜
日
が
休
み
に
な
り
ま
す
。

　
明
治
以
来
、
一
世
紀
以
上
に
わ
た
っ
て
続
い
て
い

た
週
六
日
制
に
ピ
リ
オ
ド
を
打
つ
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。　

こ
の
制
度
は
、
学
校
や
家
庭
、
地
域
で
の
教
育
の

あ
り
方
を
見
直
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
を
担

う
子
ど
も
た
ち
の
望
ま
し
い
人
間
性
を
育
て
よ
う
と

い
う
目
的
が
あ
り
ま
す
。

　
学
校
は
月
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で
通

う
も
の
　
　
　
い
ま
、
こ
の
当
然
の
よ

う
な
制
度
が
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
月
『
回
の
学
校
週
五
日
制
が
実
施
さ

れ
る
学
校
は
、
全
国
の
国
公
立
の
幼
稚

園
、
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
、

盲
・
ろ
う
養
護
学
校
で
す
。
ま
た
、
私

立
の
学
校
に
も
で
き
る
だ
け
歩
調
を
合

、

し

わ
せ
る
よ
う
協
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。　

で
は
、
な
ぜ
土
曜
日
を
休
み
に
す
る

の
で
し
よ
う
か
。

　
社
会
全
体
が
多
様
化
し
、
大
き
く
変

化
す
る
な
か
で
、
自
ら
考
え
、
判
断
し

行
動
で
き
る
資
質
や
能
力
を
育
て
る
こ

と
を
重
視
す
る
教
育
が
求
め
ら
れ
て
い

㌃
篠

、
曜
些
舞

工
（
・
‘
》

6
　
）

　
今
回
実
施
さ
れ
る
学
校
週
五
日
制
に

は
、
子
供
た
ち
が
家
庭
や
地
域
社
会
の

な
か
で
の
生
活
時
間
を
使
っ
て
、
違
う

年
齢
の
仲
間
と
の
遊
び
、
自
然
体
験
、

社
会
体
験
な
ど
を
増
や
す
こ
と
で
、
こ

の
よ
う
な
資
質
や
能
力
を
根
づ
か
せ
る

と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
す
な
わ
ち
、
共
通
し
た
知
識
や
技
能

を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
重
視
し
た
今
ま

で
の
教
育
か
ら
、
個
性
や
創
造
性
を
育

て
る
こ
と
を
重
視
す
る
教
育
に
変
え
て

い
こ
う
と
い
う
狙
い
が
あ
り
ま
す
。

実
施
に
向
け
て
の

　
　
　
　
　
　
　
影
響
と
対
策

　
文
部
省
で
は
、
こ
の
制
度
の
実
施
に

向
け
て
、
二
年
前
か
ら
全
国
六
十
八
校

を
モ
デ
ル
校
に
し
て
、
研
究
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
か
ら
、
制
度
の
実
施
に
よ

る
家
庭
、
学
校
、
地
域
へ
の
影
響
と
対

策
を
次
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
。

家
庭
で
は

　
子
ど
も
が
親
と
一
緒
に
過
ご
す
な
か

で
、
生
き
方
や
生
活
の
知
恵
を
学
ぶ
よ

　
し
か
し
、
共
働
き
の
家
庭
の
子
ど
も

や
障
害
の
あ
る
子
ど
も
へ
の
配
慮
も
忘

れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
子
ど
も
は
学
校
が
休
み
だ
け
れ
ど
も
、

親
が
働
い
て
い
る
た
め
、
午
前
中
は
子

ど
も
一
人
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
幼
稚
園
や
小
学
校
・
中

学
校
で
は
、
休
み
と
な
る
土
曜
日
は
、

学
校
を
社
会
教
育
施
設
と
し
て
開
放
し
、

対
応
し
て
い
き
ま
す
。

学
校
で
は

　
い
ま
ま
で
六
日
間
で
学
習
し
て
い
た

こ
と
を
、
五
日
間
で
学
ぶ
こ
と
は
、
か

え
っ
て
子
ど
も
に
負
担
が
か
か
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
心
配
か
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
に
対
し
て
学
校
で
は
、
学
校
行

事
・
教
科
外
活
動
の
精
選
等
の
工
夫
で
、

授
業
時
数
を
確
保
す
る
よ
う
に
し
て
い

き
ま
す
。

地
域
で
は

　
休
み
に
な
っ
て
も
、
何
を
す
れ
ば
よ

い
か
分
か
ら
な
い
、
あ
る
い
は
、
活
動

の
場
所
が
な
い
。
こ
れ
で
は
意
昧
が
あ

り
ま
せ
ん
。

等＼

ヨ
口

　
そ
の
た
め
、
学
校
に
あ
る
施
設
の
開

放
や
公
共
施
設
の
整
備
・
充
実
を
進
め

る
こ
と
。
そ
し
て
、
大
入
の
サ
ポ
ー
ト

が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、
周
り
の
大
人
が
い
ろ
い

ろ
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
考
え
、
そ
の
中
か

ら
子
ど
も
の
自
主
性
に
ま
か
せ
、
責
任

を
も
っ
て
取
り
組
ま
せ
る
と
い
う
よ
う

な
こ
と
で
す
。

近
く
推
進
協
議
会

　
　
　
　
　
　
　
を
組
織

　
教
育
委
員
会
で
は
、
三
月
か
ら
検
討

委
員
会
を
作
り
、
以
上
の
よ
う
な
問
題

を
解
決
す
る
た
め
の
具
体
的
な
方
法
を

考
え
て
き
ま
し
た
が
、
近
く
学
識
経
験

者
や
P
T
A
、
学
校
関
係
者
が
集
ま
っ

て
、
「
週
五
日
制
推
進
協
議
会
」
を
設
置

し
ま
す
。
そ
の
中
で
ス
ム
ー
ズ
に
実
施

す
る
た
め
の
意
見
や
提
言
を
い
た
だ
く

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
家
庭
や
地
域
社
会
に
お
け
る
適
切
な

対
応
と
、
市
民
の
皆
様
の
ご
支
援
を
お

願
い
し
ま
す
。
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噸
、

白
川
中
学
校
を
中
心
に
実
施

六
月
十
二
日
は
「
県
民
防
災
の
日
」
で
す
。
こ
の
目
に
は
、

昭
和

五
十
三
年
六
月
十
二
目
に
発
生
し
た
宮
城
県
沖
地
震
を
教
訓
と
し

て
、
県
下
一
斉
に
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
す
。
白
石
市
で
は
、
十
二

目
午
前
九
時
か
ら
十
一
時
三
十
分
ま
で
の
間
、
自
川
中
学
校
、
津
田

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
で
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
、
あ
な
た
の
家
の
備
え
は
万
全
か
チ
エ
ッ
ク
し
て
み

ま
し
よ
う
。

橋
梁
仮
設
訓
練
、
炊
き
出
し
訓
練
、
電

話
・
電
力
・
ガ
ス
・
水
道
施
設
な
ど
の

応
急
復
旧
訓
練
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
防
災
訓
練
に
つ
い
て
の
詳
し
い
こ
と

は
、
市
総
務
課
消
防
・
交
通
安
全
係
盈

二
五
－
二
一
一
一
内
線
三
三
七
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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●宮城県沖地震（1日7日年6月）では、死者

28人のうち17人がブロック塀・石垣・門柱

の下敷きになって死亡しました。っくりが

不完全だったり、老朽化したブロック塀な

どは意外ともろいもの。生け垣に変えたり、

点検・補強などの対応が望まれます。

っているか。筋は規格通りにきちんと入づ

礎はしっかりしているか。
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訓
練
の
内
容

　
「
六
月
十
二
日
午
前
九
時
頃
、
宮
城

県
沖
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

七
・
五
と
推
定
さ
れ
る
大
規
模
な
地
震

が
発
生
し
た
。
こ
の
た
め
白
川
津
田
ニ

ュ
ー
タ
ウ
ン
民
家
の
ス
ト
ー
ブ
が
倒
れ
、

火
災
が
発
生
し
た
。
さ
ら
に
白
川
中
学

校
一
階
職
員
室
か
ら
出
火
延
焼
拡
大
し
、

逃
げ
遅
れ
た
生
徒
と
教
諭
が
校
舎
屋
上

に
避
難
し
、
救
出
を
求
め
て
い
る
己
と

の
想
定
に
よ
り
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

　
午
前
九
時
に
市
内
一
斉
に
サ
イ
レ
ン

や
鐘
を
鳴
ら
し
て
、
訓
練
の
開
始
を
市

民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
主

会
場
と
な
る
津
田
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
、
白

川
中
学
校
で
は
、
住
民
の
避
難
訓
練
や

火
災
車
両
か
ら
の
救
出
訓
練
、
【
斉
放

水
が
行
わ
れ
る
ほ
か
、
自
衛
隊
に
よ
る

≡
　
一
畷

＝ ■

大鷹沢小学校

大鷹沢公民館

大鷹沢体育館

大鷹沢保育園

白川小学校

白川中学校

白川公民館

白川保育園

福岡小学校

福岡中学校

福岡公民館

北保育園
深谷小学校

深谷公民館

深谷保育園

八宮分校
長峰分校
不忘分校
蔵王分校
三住分校
小原小学校

校学中原トノ

益岡公園（含野球場1

1白石川緑地公園

匪■公1刻

白石第一小学校

白石第一幼稚園

白石第一児童館

市民体育館
白石女子高等学校

西保育園
市　役　所
勤労青少年ホーム

白石高等学校

白石中学校

南保育園
白石第二幼稚園

働く婦人の家

白石第二小学校

白石中央公民館

白石工業高等学校

白石市鷹ノ巣地区コ
ミュニティセンター

東保育園
東中学校
越河小学校

南中学校
越河公民館
越河保育園
斎川小学校
斎川公民館
大平小学校
大平公民館
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市
内
は
祭
り
一
虐
染
ま
鑓
叫
、
績
藁
肉

多
く
の
人
が
心
を
踊
ら
越
ド
瞳
を
、
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と
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　　　　　　　再び。
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き

　
　
み
だ
く

　
　
ぎ
役
よ
　
。

　
　
は
主
こ
う

　
　
日
が
つ
よ

　
　
今
ち
か
め

欝羅晒　
　
は
の

　
　
元
ち

　
　
復
た
　
。

　
　
城
も
す

　
　
石
ど
で

　
　
白
子
夢

ぜ
　
、
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内
闇
映
謹
才

轟
》
・
贔
　
弥
治
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
十
一

　
　
　
　
　
　
第
三
十
四
回
全
日
本
こ
け
し
コ
ン
ク

　
　
　
　
　
ー
ル
の
授
賞
式
が
五
月
六
日
行
わ
れ
、

　
　
　
　
　
八
十
一
人
の
入
賞
者
に
賞
状
と
ト
ロ
フ

　
　
　
　
　
ィ
ー
な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
み
ご
と
内
閣
総
理
大
臣
賞
に
輝
い
た

　
　
　
　
　
市
内
八
宮
の
新
山
左
京
さ
ん
（
5
8
）
の
作

　
　
　
　
　
品
は
、
「
ろ
く
ろ
線
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配

新
山
左
京
さ
ん
に
内
閣
総
理
大
臣
賞

系一
回
以
来
の
最
高
賞

　
置
し
、
色
彩
も
調
和
が
と
れ
、
穏
や
か

　
で
味
わ
い
深
い
」
と
評
価
を
受
け
ま
し
た
。

　
　
ま
た
、
市
内
で
は
次
の
方
々
が
入
賞

　
さ
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
通
商
産
業
大
臣
賞
　
　
　
柴
田
　
栄
子

　
農
林
水
産
大
臣
賞
　
　
　
佐
藤
　
慶
明

　
文
部
大
臣
奨
励
賞
　
　
　
高
橋
と
し
子

撫
孝
路
蒙
美
肇
葉
素
妻
表
柔
羨
蒙
表
壽
“
表
ナ
妻
〆
肇
メ
歪
蒙
妻
奨
姜
葉
肇
訴
素
歪
～
素
蒙
糞
糞

ゑ

峯
肉
季
ζ
げ
し
コ
ン
ク
ん

蹄株
　
　
　
　
歌
壇
・
俳
壇
・
柳
壇
入
選
作

嚇

柵
圓
川
股
兵
三
選

隔撫
里
の
家
絶
え
て
影
な
く
父
母
と
過
ご
せ
し
こ
け
し
吾

　　
が
手
に
残
る
　
　
　
　
　
仙
台
市
　
亀
谷
　
宣
子

　
貧
に
耐
へ
孤
独
に
慣
れ
て
工
房
に
今
育
も
一
人
こ
け

な

郁
し
挽
く
父
　
　
　
　
　
　
仙
台
市
　
青
木
　
庄
三

ヂ

襲
駒
の
旅
路
に
遠
く
薦
町
夫
麺
け
鶉

嚇
古
び
た
る
大
き
こ
け
し
を
二
つ
置
き
寺
の
窩
の
し

キ

縄
づ
も
り
深
し
　
　
　
　
　
石
巻
市
阿
部
も
と
子

す

焔
こ
け
し
負
い
湯
宿
の
庭
に
雪
分
け
て
わ
ら
び
摘
み
た

繰
り
幼
き
わ
れ
も
　
　
　
　
　
石
巻
市
　
保
原
　
清
江

矧
逗
よ
り
こ
け
し
の
里
に
試
歩
を
す
享
に
添
い

お

獺
ゆ
き
し
遠
き
日
思
う
　
　
　
塩
釜
市
　
黒
沢
　
周
子

…
㎜

　
い
く
た
び
の
転
勤
終
へ
て
ふ
る
さ
と
に
亡
き
父
愛
で

　
し
こ
け
し
展
見
る
　
　
　
　
白
石
市
　
鈴
木
　
和
江

“
メ
“
　
　
♪
．
歩
寿
．
†
外
　
　
　
路
訴
メ
“
済
ボ
プ
チ
一
“
＾
　
　
　
済
ヂ

通
商
産
業
省
生
活
産
業
局
長
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
　
達
郎

宮
城
県
知
事
賞
　
　
　
　
大
江
　
秀
樹

大
会
会
長
賞
　
　
　
　
　
大
江
　
光
子

　
　
　
　
　
　
　
　
新
山
　
　
学

小
田
原
市
長
賞
　
　
　
　
薄
　
み
つ
子

日
本
産
業
デ
ザ
イ
ン
振
興
会
長
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
　
功

宮
城
県
商
工
会
議
所
連
合
会
長
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
鎌
田
　
孝
市

　
　
　
　
　
　
　
　
林
　
　
重
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
岩
崎
　
　
忠

日
本
貿
易
振
興
会
仙
台
貿
易
情
報
セ
ン

歩
プ
プ
チ
メ
訴
プ
デ
〆
遜
外
チ
プ
“
≦
桑
“
メ
築
柔
f
メ
〆
メ
チ
奏
ヂ
メ
チ
訴
鮮
ヂ
チ
メ
～
f
“
爵
f
メ
メ
チ
訴
メ
訴
メ
チ
声
ヂ
ヂ
ザ
訴
ヂ
荘
ヂ
声
ヂ
“
デ
～
〆
ヂ
．
事
遜
“
努
f
訴
プ
ト
チ
訴
ヂ
ト
重
ト
ボ
ダ
碁
チ
f
桑
チ
ト
ヂ
訴
，
弄
チ
チ
“
｛

鰺
禍
験
の
過
ぎ
ゅ
篠
な
融
の
鶉

金
賞
を
も
ら
ひ
し
孫
の
描
き
た
る
こ
け
し
の
眉
の
下

り
て
や
さ
し
　
　
　
　
　
　
白
石
市
　
石
沢
　
敏
子

華
や
か
な
桃
の
節
句
の
ひ
な
段
の
下
に
並
べ
る
木
ぽ

こ
か
わ
ゆ
き
　
　
　
　
　
　
仙
台
市
　
村
上
　
朝
子

◎
選
者
詠

艶
や
け
き
面
輪
の
こ
け
し
生
る
と
い
ふ
ミ
ズ
キ
林
の

気
負
ひ
育
ち
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
川
股
　
兵
三

囮
國
鈴
木
－
二
選

着
ぶ
く
れ
て
こ
け
し
工
入
指
太
し

　
　
　
　
　
　
　
　
仙
台
市
　
萱
場
き
み
子

薫
風
に
こ
け
し
の
遠
目
な
り
し
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
広
島
市
　
永
野
由
美
子

本
陣
の
名
残
を
い
ま
に
こ
け
し
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
白
石
市
　
平
間
た
け
し

こ
け
し
首
並
ぶ
工
房
春
寒
し

　
　
　
　
　
　
　
　
仙
台
市
　
青
木
　
庄
三

春
愁
や
言
の
葉
持
た
ぬ
こ
け
し
た
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
白
石
市
　
鈴
木
　
民
子

山
笑
ふ
こ
け
し
の
塔
を
塗
り
替
へ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
塩
釜
市
　
吉
川
登
志
子

こ
ぶ
し
咲
く
雨
の
工
房
こ
け
し
挽
く

　
　
　
　
　
　
　
　
山
元
町
　
庄
子
　
四
虹

こ
け
し
挽
く
ろ
く
ろ
祭
り
の
あ
り
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
高
槻
市
　
山
口
　
正
秋

春
光
に
並
ぶ
こ
け
し
の
目
を
細
め

　
　
　
　
　
　
　
　
白
石
市
　
日
下
　
　
文

春
愁
に
伏
目
が
ち
な
る
こ
け
し
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
福
島
県
　
佐
久
間
艶
子

◎
選
者
吟

山
車
担
ぐ
こ
け
し
工
人
春
祭
　
　
　
　
鈴
木
　
貞
二

よ
く
見
る
と
こ
け
し
の
中
に
母
が
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
仙
台
市
　
深
谷
　
京
子

一
生
を
借
家
住
ま
い
の
こ
け
t
好
き

キ
ャ
ン
ピ
ン
グ
カ
ー
で
こ
け
し
に
会
え
る
旅

政
治
不
信
こ
け
し
一
票
欲
し
く
な
り

こ
ん
な
子
に
育
っ
て
ほ
し
い
こ
け
し
買
う

翔
ん
で
い
る
家
族
で
留
守
は
こ
け
し
た
ち

孤
独
の
身
こ
け
し
が
声
を
か
け
て
く
る

四
季
通
じ
似
合
う
こ
け
し
の
一
張
羅

戦
死
し
た
父
の
字
こ
け
し
の
胴
に
生
き

も
の
言
わ
ぬ
こ
け
し
の
よ
う
な
妻
が
好
き

◎
選
者
吟

善
政
を
願
う
こ
け
し
の
目
も
光
る

外
“
訴
“
～
単
罫
チ
f
墾
訴
“
率
小
“
“
筑
幸
f
訴
罫
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藁
f
訴
率
ヂ
訴
秦
訴
プ
チ
メ
選
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“
漏
果
“
黍
“
〆
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“
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系
f
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ヂ
プ
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チ
プ
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メ
f
メ
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弄
訴
〆
メ
メ
“
野
～
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メ
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プ
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プ
訴
罫
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歩
ヂ
匪
訴
ヂ
〆
チ
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ボ
響
チ
訴
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♪
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ヂ
訴
ヂ
チ
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プ
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～
チ
チ
チ
f
訴
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メ
≦
声
〆
＾
属

タ
ー
会
長
賞
　
　
　
　
佐
々
木
克
己

福
島
商
工
会
議
所
会
頭
賞

　
　
　
　
　
　
　
　
新
山
　
吉
紀

読
売
新
聞
社
賞
　
　
　
　
薄
　
　
光
伸

仙
南
信
用
金
庫
賞
　
　
　
斎
藤
　
正
夫

東
北
電
力
賞
　
　
　
　
佐
々
木
功

白
石
商
工
会
議
所
会
頭
賞
高
澤
　
紀
市

　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
雄
二

　
　
　
　
　
　
　
　
矢
ノ
目
浩
孝

白
石
市
観
光
協
会
長
賞
　
新
山
　
　
実

　
　
　
　
　
　
　
　
加
賀
沼
勝
子

　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
と
し
子

　
　
　
　
　
　
　
　
薄
　
　
光
伸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ケ

　
　
　
　
　
仙
台
市
　
山
河
　
弘
道
錦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
悼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幣

　
　
　
　
　
仙
台
市
　
高
沢
　
泰
子
好

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
矯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド
ン

　
　
　
　
　
白
石
市
　
草
野
　
　
清
価

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帰

　
　
　
　
　
村
田
町
　
庄
司
　
柳
子
樽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鍋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

　
　
　
　
　
仙
台
市
　
高
橋
　
や
ゑ
　
眠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
儲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

　
　
　
　
　
仙
台
市
　
川
島
ト
シ
子
無

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
矧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
齢

　
　
　
　
　
丸
森
町
　
清
野
　
と
も
踊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鳳

　
　
　
　
　
石
巻
市
　
末
永
キ
ミ
子
琳
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仙
台
市
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島
　
　
豊
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踊
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幻
と
し
て
珍
重
さ
れ
て
い
る
酒
が
あ
る
。
　
「
越
　
　
先
生
な
ど
と
東
北
大
学
医
学
部
葛
西
外
科
で
腎
移

の
寒
梅
」
、
　
「
雪
中
梅
」
、
　
「
峰
の
白
梅
」
の
い
わ
　
　
植
の
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
た
が
、
家
庭
の
事
情

ゆ
る
”
越
の
三
梅
”
な
ど
は
著
名
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
開
業
す
る
こ
と

で
あ
る
が
、
極
め
つ
け
の
幻
の
酒
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
な
っ
た
。

は
宇
都
宮
で
作
ら
れ
る
「
四
季
桜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
和
五
十
三
年
、

吟
醸
花
宝
」
だ
と
言
わ
れ
る
・
　
　
　
ク
　
　
　
新
し
い
医
院
の
建

昭
和
四
＋
年
代
、
幻
の
ウ
イ
ス
　
　
　
ー
　
　
物
が
巣
上
が
り
・

駿
辮
撃
欝
　
　
塾
脚
嚇
羅
蔀
確

は
も
ち
ろ
ん
、
ホ
テ
ル
の
バ
走
　
　
　
併
せ
　
）
　
プ
ル
」
へ
食
唐

も
置
い
て
い
な
い
．
　
　
　
　
』
せ
　
o
　
出
か
け
た
・
と
こ

タ
ラ
シ
ッ
ク
な
ム
ー
ド
の
漂
う
バ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
ン
の
O
君
に
「
こ

ー
の
カ
ウ
ン
タ
ー
に
腰
掛
け
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ
は
」
と
聞
い
た

ま
ろ
や
か
な
熱
さ
が
の
ど
を
す
べ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
、
　
「
ク
ィ
ー
ン

っ
て
い
く
。
ま
さ
に
「
ザ
・
ウ
イ
ス
キ
ー
」
で
あ
る
。
　
ー
エ
リ
ザ
ベ
ス
戴
冠
二
十
五
周
年
記
念
限
定
品
で
す
」

　
さ
て
、
私
の
妹
の
主
人
で
あ
る
丁
君
は
、
田
口
　
　
と
の
話
で
あ
る
。
食
事
を
し
に
い
く
は
ず
の
足
が

止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
早
速
封
を
切
ら
せ
た
が
、

さ
す
が
に
う
ま
い
。
丁
君
は
ぐ
い
ぐ
い
と
の
ど
に

ほ
う
り
こ
ん
で
い
く
。
私
は
勘
定
が
心
配
で
そ
れ

ど
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
。

　
後
日
談
が
あ
る
。
0
君
は
、
そ
の
後
オ
ー
プ
ン

し
た
仙
台
東
急
ホ
テ
ル
の
バ
ー
に
移
っ
た
。
　
「
例

の
バ
ラ
ン
タ
イ
ン
3
0
ど
う
し
た
か
な
」
と
聞
い
た

ら
、
彼
は
言
っ
た
。
　
「
川
井
さ
ん
が
お
い
で
に
な

っ
た
直
後
に
宮
城
県
沖
地
震
が
あ
り
、
す
ぐ
メ
ー

プ
ル
の
バ
ー
に
飛
ん
で
い
き
ま
し
た
。
ワ
ン
シ
ョ

　
　
　
　
　
　
　
o
o

漏
禽
騨

ッ
ト
だ
け
残
っ
て
い
た
バ
ラ
ン
タ
イ
ン
は
、
フ
ロ

ア
に
落
ち
て
い
た
も
の
の
、
幸
い
壊
れ
て
は
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
職
場
を
変
え
る
時
、
ワ
ン
シ
ョ
ッ

ト
分
の
金
を
払
っ
て
空
ビ
ン
を
頂
き
、
自
宅
の
サ

イ
ド
ボ
ー
ド
に
飾
っ
て
あ
り
ま
す
一

　
昭
和
六
十
二
年
十
一
月
、
私
は
人
間
ド
ッ
タ
に

入
り
、
左
腎
に
結
石
が
あ
る
と
診
断
さ
れ
た
。
早

速
丁
君
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、
　
「
こ
の
近
く
で
は

岩
手
県
立
中
央
病
院
に
音
波
で
結
石
を
破
壊
す
る

機
械
が
入
っ
て
い
る
。
紹
介
す
る
か
ら
、
そ
こ
で

治
療
を
受
け
る
よ
う
に
」
と
言
わ
れ
た
。

　
年
末
の
大
変
忙
し
い
時
に
、
医
師
の
皆
さ
ん
に

親
切
な
治
療
を
受
け
、
三
ヵ
月
後
の
精
密
検
査
の

結
果
、
　
「
も
う
大
丈
夫
で
す
」
と
太
鼓
判
を
押
さ

れ
た
．
ほ
っ
と
し
た
そ
の
足
で
、
盛
岡
グ
ラ
ン
ド

ホ
テ
ル
に
立
ち
寄
っ
た
。
リ
ク
ル
ー
ト
が
経
営
を

引
き
継
い
だ
ホ
テ
ル
は
、
み
ご
と
に
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
さ
れ
て
い
た
し
、
経
済
大
国
に
な
っ
た
今
は
、

バ
ラ
ン
タ
イ
ン
3
0
も
、
も
は
や
幻
の
酒
で
は
な
い
。

　
し
か
し
、
全
て
が
変
わ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

岩
手
山
は
、
昔
と
同
じ
よ
う
に
白
雪
を
ま
と
っ
て

ホ
テ
ル
の
ま
ん
前
に
そ
び
え
て
い
た
。

みなさんからの素敵な

P情報を待ってます1

白寿おめでとう

　　　　こざいます．
守熱、
～　　　　　　　　　　ノ諏

　■1／　　　　　ト乱　　　　　　誕
　　　　£　　 ．“ 藷轍

グ
ヂ

去る5月2日、99歳の誕生日を迎

えられた佐藤福治さん（5月7日生

まれ）の白寿を祝って、川井市長か

ら賀状と記念品の純金の杯が贈られ

ました。

福治さんは、耳が少し遠い以外は

健康そのもの。大好きな酒やタバコ

がなくなると、1キロほど離れた鎌

先温泉の売店まで歩いて買いに行く

そうです。

憶

緑化推進に一役

去る4月26日、駅前商店街を中心

にボーイスカウト白石一団のボーイ

スカウト、カブスカウトの子供たち

30名が緑化推進のため「緑の羽根」

街頭募金活動を行いました。

毎年恒例となっている街かどの風

景に、道をゆく人々も足をとめ、心

あたたまる善意が募金箱へと寄せら

れました。

日頃からキャンプやハイキング等

で親しんでいる緑の育成に役立てら

れる募金とあって、「あ1）がとうござ

います司という子供たちのお礼の声

は一段と明るくひびき、とてもさわ

やかな五月晴れのひとコマとな1）ま

した。

遡謄

〆

まちかど・ズーム，A’ノ

まちのこ意見番が66人

市斑牽翻燃賊第噸隊

・一－．W
　
　
嘘

市民の声を市政に広く反映させよ

うと制定した「市政モニター制度」

がスタートし、4月26日、モニター

に委嘱状が交付されました。

モニターは、一般から応募いただ

いた33人と、各自治会などに推薦し

ていただいた33入の計66人。モニタ

ーを代表して、延命寺北の主婦青木

和子さんが川井市長から委嘱状を受

脅
．

与戸価

け取能）ました。

引き続き行われた連絡会議では、

川井市長が講演し、　「市の財政事情

は市民の皆さんが思っている以上に

厳しい。少ない予算を有効に使うた

め、モニターの皆さんの積極的な提

言をお願いしたい」と協力を訴えま

した。

モニターには今後2年間、随時市

政への提言や市が実施するアンケー

ト調査に協力していただきます。

ダム周辺の魅力がアップ

水量が少ない七ケ宿ダム直下の白

石川を材木岩の下でせき止め、材木

岩の絶景を水面に映えるようにしよ

うと、国が建設を進めていたえん堤

工事がこのほど竣工しました。

腓
爵

ぜ　眺聾・『．8．一撚　’　一ご曲

このえん堤は幅61．4m、高さ6．5

mのコンクリート造りですが、表面

は石積み。下流では子供でも川の中

で安全に遊べるように設計されてい

ます。5月の連休期間中には、えん堤

から水が滝になって流れる姿を見よ

うという観光客で大賑わいでした、

休日は材木岩を眺めながらのお弁

当。これでキマリ！

幽玄の世界を再び

昨年こけら落としを行った碧水園

で4月18日、第2回碧水園能が開か

れ、県内外から集まった約500人の

能ファンはひとときの幽玄の世界に

酔いました。

公演では、喜多流宗家職分の塩津

哲生さんが、「養老」を披露。続いて、

狂言の第一人者野村万作氏の長男、

武司さんが、　「千鳥」で観客の笑い

を誘いました。

最後に喜多流宗家職分の佐々木宗

生さんが、美保の松原・羽衣伝説を

描いた「羽衣」を演じ、天女の舞の

優雅さで観客を魅了しました。

いとこと涙の対面

5月1日、サハリンから一時帰国

していた加藤波子さん（62）が亡くな

った母の故郷・白石を訪ね、いとこ

との感激の対面を果たしました。

釧甲翫Pミ騨

　　　・　、　　　一・．篇　　　　 〔

えつ　　　　　　　　　　　　コし　　ち

　　蕊　、縞
加藤さんは、母よしのさんの生家

である、大鷹沢三沢堀の内の大槻清一

さん宅を訪問。清一さんが古い写真

や戸籍謄本を見せながら、「あなたの　、

お母さんの弟が私の父親にあた1）ま

す」と説明し、加藤さんと固い握手

をして、いとことの対面を喜び合って

いました。

加藤さんは、5月13日に稚内港か

らサハリンヘ向けて帰途につきまし

た。

広めよう手話通訳

4月19日中央公民館において手話

劇「ごんぎつね」の公演がありまし

た。白石しらゆ1）会手話サークルを

中心とした手話劇実行委貝会（村上

要二会長）が昨年暮れからけいこを

重ねた演技は、集まった200人の市

民の感動を誘っていました。

また、ろうあ者の日常の苦労を描

いた寸劇や意見発表があ1）、「公共施

設の窓口に手話通訳者を」と障害者

が社会参加できる環境の整備を訴え

ていました。

諭
．興」ト囚犠露

　　　　禰、
盈　〆　　　し　、　　＼
　　　ダノ　　・購
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勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

大
平
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
⑮

フ
レ
ッ
シ
ュ
な
感
動
／
喜
び
！
快
汗
〃

　
大
平
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ク
ラ
ブ
は
、
創

部
五
年
に
な
り
ま
す
。

　
メ
ン
バ
ー
は
二
十
歳
か
ら
四
十
九
歳

と
幅
広
く
、
市
内
各
地
か
ら
集
ま
っ
て

い
ま
す
。
遠
く
は
船
岡
か
ら
来
て
い
る

人
も
い
ま
す
。
そ
の
職
業
も
バ
ラ
エ
テ

ィ
に
富
ん
で
い
て
、
会
社
員
は
も
と
よ

り
、
自
営
業
、
教
師
、
看
護
婦
、
自
衛

隊
の
方
e
t
C
…
…
。
あ
り
と
あ
ら
ゆ

る
職
業
が
そ
ろ
っ
て
い
る
と
言
っ
て
い

い
く
ら
い
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
層
の
厚
さ
と
広
さ
が
、

よ
り
良
い
豊
か
な
八
間
関
係
を
醸
し
だ

し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
と
に
か
く
雰

囲
気
が
明
る
く
楽
し
い
で
す
。
笑
い
声

が
絶
え
ま
せ
ん
。
練
習
も
そ
の
入
の
力

に
応
じ
て
二
班
に
別
れ
て
行
っ
て
い
ま

す
の
で
、
初
心
者
の
方
も
安
心
し
て
練

習
で
き
ま
す
。

　
タ
ラ
ブ
の
モ
ッ
ト
ー
は
「
心
技
体
」
。

た
だ
う
ま
く
な
る
だ
け
で
な
く
、
礼
儀
、

い
た
わ
り
、
思
い
や
り
な
ど
、
心
を
大

切
に
し
て
い
ま
す
。
各
地
の
ク
ラ
ブ
と

の
親
善
交
流
、
特
に
保
原
町
バ
ド
、
、
、
ン

ト
ン
協
会
の
皆
さ
ん
と
は
、
定
期
的
に

佐
久
間
俊
夫

写真と文

東北植物研究会

上野雄規

、
翼

　
　
　
竪
纏
、
踊
、

　
　
　
　
霧

そ

交
流
試
合
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
ク
ラ
ブ
で
は
意
欲
的
な
新
人

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
友
達
の
輪

を
広
げ
た
い
あ
な
た
の
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
智

二
五
－
三
七
二
〇
、
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
ま
で
ご
一
報
を
。

　
練
習
は
週
二
回
、
月
曜
と
木
曜
の
午

後
七
時
か
ら
九
時
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
。

場
所
は
月
曜
が
大
平
小
、
木
曜
が
勤
労

者
体
育
セ
ン
タ
ー
と
大
平
小
の
交
互
と

な
っ
て
い
ま
す
。

酔拠悌一轟？壷M轟　　　　　一　　　幅M一
篭

乙
女
の
訪
問
着

ヒ
メ
サ
ユ
リ

［
騨
…
近

　
　
七
ヶ
宿
町
に
こ
の
ユ
リ
属
が
自
生

∞　

す
る
こ
と
は
、
地
元
の
方
な
藷
も

醗
が
知
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。

ψ↑
　
な
の
に
、
宮
城
県
に
産
す
る
こ
と

　∞

第
議
藩
．
韓
難

…
…

　
植
物
分
布
図
集
』
が
最
初
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
引
用
さ
れ
た
標
本
は
、
伊
藤

　
篤
太
郎
が
陸
前
仙
台
で
採
集
し
た
も

　
の
で
、
国
立
科
学
博
物
館
に
所
蔵
さ

巽
縦

、
r
」

ヒメサユ

　
れ
て
い
る
。
次
い
で
相
馬
（
昭

　
4
5
）
が
『
家
庭
と
電
気
』
で
論

　
じ
た
「
東
北
地
方
に
於
け
る
植

　
物
の
分
布
」
の
な
か
に
見
ら
れ

　
る
。

　
　
仙
台
産
の
ラ
ベ
ル
の
産
地
に

は
？
が
つ
い
て
お
り
、
後
者
に
は
具

体
的
な
産
地
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
日
本
産
ユ
リ
属
の
す
べ
て
を
解

説
し
た
清
水
（
昭
妬
）
の
『
日
本
の
ユ

リ
』
に
は
宮
城
の
名
が
な
い
こ
と
な

ど
か
ら
、
研
究
者
に
と
っ
て
は
宮
城

県
の
ど
こ
に
自
生
し
て
い
る
の
か
は

未
知
だ
っ
た
も
の
と
想
像
で
き
る
。

　
七
ヶ
宿
町
か
ら
確
実
な
標
本
が
採

集
さ
れ
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
報
告
さ

れ
た
の
は
昭
想
年
で
あ
三
上
野
轟
闊
一

プ
m
宮
城
の
植
物
一
）
。
し
か
し
、
そ

の
頃
か
ら
の
山
野
草
ブ
ー
ム
と
ダ
ム

の
建
設
に
よ
っ
て
ヒ
メ
サ
ユ
リ
は
受

難
続
き
と
な
り
、
減
少
の
一
途
を
た

ど
っ
て
き
た
。

　
近
年
、
バ
イ
テ
ク
に
よ
っ
て
増
殖

に
成
功
し
、
栽
培
が
盛
ん
に
な
っ
て

い
る
よ
う
な
の
で
、
銘
花
を
鑑
賞
し

続
け
ら
れ
る
の
は
う
れ
し
い
。
ま
た
、

白
石
市
唯
一
の
自
生
地
で
あ
っ
た
材

木
岩
周
辺
は
滅
び
た
と
思
わ
れ
る
が
、

一
昨
年
、
別
の
所
に
ひ
フ
て
り
咲
い

て
い
る
の
を
観
察
で
き
た
。

　
大
萩
山
に
も
生
え
て
い
た
と
い
う

情
報
も
あ
る
が
、
確
か
な
記
録
に
ふ

れ
た
い
も
の
で
あ
る
。

↑
～
～
～
～
2
う
↑
～
2
〕
“
5
2
2
2
ゆ
↑
ウ
↑
～
2
2
～
2
〕
6
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籍、ρy1り、』％．趣

　私は、5月28日に1・原にオープンしたスパ

ッシュランドしろいしの職員として、4月か

ら勤務しています。

　まだ出来上がったばか1）なので、不慣れな

点もあi）ますが、職員一丸となって市民の皆

様に喜んでいただけるよう頑張っています。

　私の仕事は総務係なので、お客様と直接触

れ合う機会はあま1）ないと思いますが、見か

けた時は声を掛けていただければ、大変うれ

しく思います。

一覇

i〈』験ゑ
ちょっと遠いかな？と

かと思います。私も最

と考えましたが、全然

歴麗（

スパッシュランド

　　　　　しろいし

佐藤淳子さん
　　（21歳・白石）

　小原という土地柄、ちょっと遠いかな？と

思う方もいらっしゃるかと思います。私も最

初は通勤には不便かなと考えましたが、全然

そんなことはあ1）ませんでした。市内からIO

分くらいで着いてしまうのです。

　まだいらっしゃっていない市民の方、是非

一度お越しになってみてください。広くて楽

しくて、きっと病みつきになること間違いな

し！です。私の仕事が「くらし日本一のまち

づくり」に少しでも役に立てたらと思って事

務をとる毎日です。

讐
き
生
涯
学
習

㈱ 癒麟礫囁轡覇鋸篠購

灘習　松解く釜瓢ん

　　　　　　　　　　／斎川78）

　斎川公民館での菊づくり教室を主宰して、

もう15年目。

　今年度も25名の受講生とともに、11月に斎

川公民館で開催する予定の「趣味の作品展」

を目指して取1）組んでいます。

　昨年は、あいにくの天候不順で、思ったよ

うな作品ができませんでしたが、今年は菊人

形も出品しようと意気込んでいます。

　また、白石城復元（三階櫓〉が完成の暁に

は、会員の丹精込めた作品で華を添えたいと

思います。

r籍』塾汀，：ヒー鷺ワ＝垣咳＝r＝急一二■i臣』■アXF救i＝洞・：茜ユ蓬司：壺器一㍑甲に壺二F』置一＝＝』罷邑鼠r二一零辱翠引5

　
　
　
重

　
　
　
　
　
　
　
　
川
　
股
　
兵
　
三
選

　
　
　
　
う

耳
遠
く
な
り
し
か
夫
は
戸
を
開
け
て
し
め
や
か
に
降

る
雨
を
た
し
か
む
　
　
　
　
　
　
菊
地
静
枝

新
し
き
家
建
つ
槌
音
聞
こ
え
来
て
畑
の
草
と
る
手
も

弾
み
く
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ひ
で

三
ツ
編
の
少
女
下
り
た
り
沈
丁
の
甘
き
香
り
を
バ
ス

に
残
し
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
沢
　
敏
子

水
深
き
と
こ
ろ
に
生
れ
日
を
慕
い
浅
瀬
に
群
れ
る
お

た
ま
じ
ゃ
く
し
は
　
　
　
　
　
　
　
　
大
野
　
兼
三

萬
作
の
一
枝
折
り
て
帰
る
道
よ
も
ぎ
萌
え
出
て
い
よ

よ
春
め
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
津
　
重
子

受
験
の
子
見
送
り
来
れ
ば
川
沿
い
の
桜
の
苔
は
つ
は

つ
に
見
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
野
祐
子

萌
え
出
で
し
雑
草
の
芽
の
あ
ざ
や
か
に
春
立
つ
庭
に

抜
く
手
お
し
み
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
山
崎
　
と
く

亡
き
姑
も
赤
飯
炊
き
て
入
学
を
祝
い
く
れ
し
を
想
い

つ
わ
れ
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
赤
柄
　
と
し

外
孫
に
よ
う
や
く
馴
れ
し
と
思
ふ
頃
楽
し
き
余
韻
残

し
帰
り
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
嶋
　
正
子

　
　
　
　
　
　
　
　
わ
　
た

あ
を
魚
の
腹
か
き
割
き
て
臓
騎
を
だ
し
あ
ぶ
る
炎
に

食
欲
し
と
い
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
若
桑
　
謙
一

「
評
」
　
一
首
目
、
老
夫
婦
の
日
常
生
活
の
な
か
に
見

た
夫
の
し
ぐ
さ
、
何
げ
な
く
戸
を
開
け
て
し
め
や
か

に
降
る
春
雨
を
聞
く
姿
に
作
者
は
夫
の
老
を
感
じ
る
。

「
二
首
目
」
建
設
の
嬉
び
に
歌
一
読
心
良
い
響
き
で

あ
る
。
三
首
目
、
少
女
の
バ
ス
に
残
し
た
甘
い
香
り

に
作
者
も
遠
く
去
っ
た
若
き
日
を
想
う
。

麗
鈴
木
貞
二
選

患
者
に
も
看
護
婦
添
う
て
花
見
か
な
　
高
橋
　
正
雄

連
麹
の
雨
の
暗
さ
を
弾
き
を
り
　
　
　
日
下
　
　
文

急
ぐ
傘
急
が
ぬ
傘
に
花
の
雨
　
　
　
　
鈴
木
　
民
子

花
冷
に
厚
着
を
し
つ
つ
炬
燵
入
り

花
冷
に
蕾
の
堅
さ
ゆ
る
め
ざ
る

寝
足
り
た
る
顔
に
明
る
さ
大
試
験

象
張
り
子
引
く
稚
児
の
列
花
祭

傳
説
を
秘
め
し
山
々
笑
ひ
初
む

晴
る
る
刻
つ
か
の
間
な
り
し
花
を
見
る

里
は
い
ま
静
か
に
芽
吹
き
ゐ
た
り
け
り
佐
藤

「
評
」
一
句
目
、
花
時
に
よ
く
見
ら
れ
る
景
。

を
得
て
い
る
病
人
に
添
う
て
花
を
楽
し
ん
で
い
る
看

護
婦
。
二
句
目
、
雨
で
連
翅
の
花
の
暗
さ
を
弾
い
て

い
る
所
を
と
ら
え
た
技
巧
。
三
句
目
、
一
見
平
凡
に

見
え
る
が
花
時
の
雨
ら
し
い
写
生
で
あ
る
。

〇
六
月
例
会
は
、
六
月
二
十
八
日
（
日
）
中
央
公
民

館
で
行
い
ま
す
。

矧
圏
．
鈴
木
誤
莚

父
さ
ん
の
泣
顔
を
．
見
た
め
で
た
い
日
　
草
野
　
　
清

子
離
れ
の
ぬ
け
が
ら
二
つ
肩
を
寄
せ
　
佐
藤
　
武
雄

近
内
　
キ
ヨ

若
桑
げ
ん
じ

佐
藤
善
夫

岩
沢
　
伍
峯

三
浦
愛
嶺

竹
谷
つ
ぎ
子

　
　
周
子

　
　
小
康

職
場
で
は
夫
に
見
せ
ぬ
笑
顔
見
せ

経
済
大
国
ゆ
え
の
過
労
死
ゴ
ミ
の
山

泣
か
な
い
が
笑
い
も
し
な
い
ろ
う
人
形
宍
戸

一
本
の
ロ
ー
ソ
ク
囲
む
バ
ー
ス
デ
ー
　
大
沼

J
R
け
さ
も
き
ま
っ
た
席
を
占
め
　
　
米
沢

大
雪
を
恨
ら
め
し
く
み
て
出
そ
び
れ
る
近
内

息
づ
ま
る
ほ
ど
カ
タ
カ
ナ
が
世
に
盗
れ
板
橋

初
節
句
頭
の
痛
い
里
の
親

「
評
」
一
句
目
、

期
待
に
応
え
て
、
花
束
を
貰
っ
た
途
端
に
、

の
目
が
う
る
む
。
よ
く
あ
る
瞬
間
。
二
句
目

れ
を
さ
っ
さ
と
す
る
の
に
、

い
も
の
、

近
江
孫
太
郎

小
野
嘉
津
子

　
　
友
達
が
カ
メ
ラ
を
構
え
て
待
つ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
父
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
親
離

　
　
　
　
　
　
子
離
れ
は
仲
々
し
に
く

よ
う
や
く
子
離
れ
す
る
と
こ
ん
な
姿
に
、
、
．

〔
投
稿
さ
れ
る
方
へ
〕

　
毎
月
十
五
日
ま
で
に
一
人
一
二
首
、
封
筒
ま
た
は
八

ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
を
明
記
の
う
え
、
市
長
公
室
広

報
広
聴
係
（
白
石
市
大
手
町
一
番
［
号
）
へ
の

短
歌
・
俳
旬
・
川
柳
の
併
記
は
不
可
。

1　　，室は　　安に親さつ　文キ礼妙　津太l
l　　広八　　儒く離んと　夫ヨ子子広子郎ll
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長生きは丈夫な歯から

　　　　　　歯ぐきから

　　　　　　　　　　きり

一愈
　　　　具含’匹し・入F亮中

騨嚢漆霞

　
　
　
　
　
　
う

　
　
　
　
　
　
そ

　
　
　
　
　
　
磁

・
難
田

　
　
　
　
　
　
歳

　
　
　
　
　
　
8
0

　
　
　
　
　
　
＝

図1　平均残存歯数・年齢別

6月4日～10日
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年
を
と
る
と
歯
は
ダ
メ
に
な
る
と
考
え
て
い

ま
せ
ん
か
？
。
実
は
管
理
さ
え
よ
け
れ
ば
、
歯
は

一
生
使
え
る
も
の
で
す
。
日
本
歯
科
医
師
会
と

厚
生
省
で
は
、
い
ま
8
0
2
0
（
ハ
チ
マ
ル
ニ
イ

マ
ル
）
運
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
80
歳
に

な
っ
た
と
き
に
、
2
0
本
の
歯
を
残
す
よ
う
な
健
康

づ
く
り
を
し
よ
う
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
す
。

　
確
か
に
日
本
人
の
平
均
寿
命
は
8
0
歳
で
す
が
、

歯
の
平
均
寿
命
は
約
6
0
歳
で
す
。
8
0
歳
で
2
0
本

以
上
の
歯
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
た
っ
た
の
7

％
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
　
（
図
1
）

　
本
来
使
え
る
は
ず
の
歯
を
人
生
半
ば
に
し
て

失
い
、
み
す
み
す
老
後
の
何
十
年
か
を
「
歯
ナ

シ
」
で
過
ご
す
の
は
、
何
と
も
っ
た
い
な
い
話

で
す
。老

後
の
健
康
は
歯
で
分
か
る

　
図
2
を
見
て
く
だ
さ
い
。
歯
と
全
身
の
健
康

状
態
を
比
べ
る
と
、
入
院
中
な
ど
体
の
悪
い
入

は
、
総
入
れ
歯
や
入
れ
歯
も
な
い
人
の
中
に
多

い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
ま
た
行
動
範
囲
と
比
較
し
て
み
る
と
、
自
分

の
歯
だ
け
で
食
べ
ら
れ
る
と
い
う
人
々
の
ほ
と

主に自サの自分の歯もすぺての歯すぺての歯
愉でかな　　あるが主；二　がない　　　がない

　　入’し歯でか　入～し歯使耳望　入’し歯なし

　　む

轡轡轟⑭
図2　歯のよいお年寄りほど健康に

　暮らしている
　（新庄らの調査による1984年）

ん
ど
が
、
「
一
人
で
ど
こ
へ
で
も
出
ら
れ
る
」
と

答
え
て
い
ま
す
。
逆
に
歯
が
悪
く
な
る
に
つ
れ

て
、
「
家
か
ら
出
な
い
」
　
「
ね
た
き
り
」
の
割
合

が
増
え
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
成
人
病
な
ど
の
も
っ
と
も
大
き
な
要

因
は
食
生
活
に
あ
り
、
そ
の
食
生
活
の
内
容
は

歯
の
状
態
に
よ
っ
て
大
き
く
左
右
さ
れ
ま
す
。

た
と
え
ば
、
軟
ら
か
い
も
の
し
か
食
べ
ら
れ
な

い
の
で
は
、
成
人
病
の
予
防
に
必
要
な
バ
ラ
ン

ス
よ
い
食
生
活
な
ど
は
到
底
望
め
ま
せ
ん
。

何
本
の
歯
が
あ
れ
ば
O
K
？

　
さ
て
そ
れ
で
は
、
何
で
も
食
べ
ら
れ
る
に
は
、

一
体
何
本
の
歯
が
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
．
あ

る
調
査
に
よ
れ
ば
、
残
っ
て
い
る
歯
が
2
0
本
以

下
に
な
る
と
、
噛
む
能
力
や
食
事
の
満
足
感
が

急
激
に
下
が
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
つ
ま

り
、
2
0
本
歯
が
残
っ
て
い
れ
ば
、
O
K
な
の
で

す
。
で
す
か
ら
8
0
2
0
運
動
を
行
っ
て
い
る

の
で
す
。

　
よ
く
噛
む
と
こ
れ
だ
け
ト
ク
！

　
よ
く
噛
む
と
い
う
こ
と
は
、
た
だ
食
物
を
細

か
く
す
る
だ
け
で
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
点
で
全

身
の
健
康
と
密
接
な
関
係
に
あ
り
ま
す
。
よ
く

噛
む
こ
と
の
効
用
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

　
一
、
歯
と
歯
ぐ
き
の
病
気
に
な
り
に
く
い

　
よ
く
噛
む
と
、
歯
の
表
面
に
つ
い
た
細
菌
が

落
と
さ
れ
、
唾
液
の
分
泌
が
多
く
な
る
の
で
、
虫

歯
、
歯
そ
う
の
う
ろ
う
に
な
り
に
く
い
の
で
す
。

　
二
、
肥
満
の
防
止

　
噛
ま
ず
に
食
べ
る
と
、
満
腹
に
な
る
ま
で
食

べ
る
の
で
、
ど
う
し
て
も
食
べ
す
ぎ
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

　
一
一
一
、
ガ
ン
の
予
防

　
よ
く
噛
む
と
唾
液
が
多
く
分
泌
さ
れ
ま
す
が

唾
液
に
よ
っ
て
食
品
中
の
発
ガ
ン
物
質
の
毒
性

が
弱
め
ら
れ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
四
、
ア
ル
ツ
八
イ
マ
ー
型
の
ボ
ケ
を
防
ぐ

　
よ
く
噛
ん
で
顎
や
舌
を
動
か
す
こ
と
は
、
手

足
を
動
か
し
た
り
、
話
す
こ
と
と
同
様
に
大
脳

を
刺
激
し
、
神
経
細
胞
の
萎
縮
を
防
ぎ
ま
す
。

痴
呆
老
人
に
歯
が
な
い
人
が
多
い
の
も
う
な
づ

け
ま
す
。

　
五
、
胃
腸
が
丈
夫
に
な
る

　
六
、
イ
ラ
イ
ラ
を
防
ぎ
情
緒
を
安
定
さ
せ
る

　
六
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で
の
歯
の
衛
生
週
間

に
寄
せ
て
、
8
Q
2
0
運
動
や
、
よ
く
噛
む
こ

と
の
重
要
性
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。

　
人
生
八
十
年
、
健
康
で
生
き
が
い
の
あ
る
生

活
を
送
る
こ
と
は
、
す
べ
て
の
人
の
願
い
で
す
。

そ
し
て
、
食
べ
る
楽
し
み
、
味
わ
う
楽
し
み
、

話
す
楽
し
み
は
、
人
生
の
中
で
最
も
大
切
な
こ

と
の
一
つ
で
す
。
そ
れ
を
長
く
楽
し
む
た
め
に

も
、
生
ま
れ
た
ば
か
り
の
子
供
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
、
各
年
齢
層
に
応
じ
た
一
生
涯
を
通
じ
て

の
歯
の
健
康
づ
く
り
が
何
よ
り
も
必
要
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
白
石
歯
科
医
師
会
）

育てよう1人権思想

　
r

M
暫
）

［
『
一

馨

　人権擁護委員制度をごぞんじです

か。6月1日は人権擁護委員法が施

行された日です。

　白石市には、次の方々が人権擁護

委員となってお1）、相談に応じていま

す。相談は無料で秘密は守られます。

お気軽にどうぞ。

山崎俊男　延命寺北59　25－2455

渡辺郁世　堂場前22　　26－2Q52

平間　治　福岡深谷字山神24－4150

細谷教雄　本町62　　　　26－3473

大野宏人　白川犬卒都婆　27－2051

斎藤貞三　城北町6－1　25－1191

狂犬病予防注射・登録の追加実施
　予防注射・登録実施日程

日時　6月17日（水）

会　　場
健康センター

中央公民館
大鷹沢公民館

白川公民館
深谷公民館
福岡公民館

滝下会館
越河公民館
斎川公民館
大平公民館
小原公民館

時　　　問

　8：50～　9：00

　9：20～　9：30

　9：50～10：00

10：20～10：30

10＝50～11二〇〇

11：20～11：30

11：40～11：50

13：30～13：40

14：00～14：10

14：30～14：40

15：10～15：20

指定獣医師名・連絡先

電　　話

26－2235

25－5954

名氏

好藤斎

保科善久

　狂犬病予防注射と登録を追加で行

います。4月に予防注射を受けさせ

ることができなかった飼い主の方は、

最寄りの会場で必ず受けさせるよう

にしてください。

●Eヨ　時　6月17日（水）

●対象犬　生後91日以上で、4月以

　降予防注射・登録をしていないす

　べての犬。

●料金一頭につき5，000円

※この日程でも都合のつかない方は、

指定獣医師から予防注射を受け、保

健衛生課で登録してください。

　詳しくは、保健衛生課（健康セン

ター内）25－2111（内線）603へお問

い合わせください。

犬も家族の一員。責任をもって、人

の迷惑にならない様に飼いましょう。

児
童
手
当
現
況
届
の
提
出
を
忘
れ
ず
に
〃

　
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
方
に
は
、

毎
年
六
月
に
「
現
況
届
」
を
提
出
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
届
出
は
、
現
在
支
給
を
受
け
て

い
る
方
の
所
得
・
養
育
の
状
況
な
ど
を

届
け
て
い
た
だ
き
、
引
き
続
き
手
当
が

受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
決
め
る
大
切

な
も
の
で
す
。
こ
の
現
況
届
の
提
出
が

な
い
場
合
は
、
次
回
の
支
払
分
か
ら
児

童
手
当
を
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

（
現
況
届
に
つ
い
て
は
、
該
当
す
る
方

に
通
知
い
た
し
ま
す
）

〔
持
参
す
る
も
の
）

　
①
通
知
書

　
②
印
鑑
（
朱
肉
を
使
用
す
る
印
）

③
受
給
者
（
原
則
と
し
て
父
親
）

　
義
の
預
金
通
帳

名

④
厚
生
年
金
・
共
済
年
金
等
に
加
入

し
て
い
る
方
は
、
同
封
の
「
年
金
加

入
証
明
書
」
に
会
社
か
ら
証
明
を
受

け
て
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
国
民
年

　
金
加
入
の
方
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

※
詳
し
く
は
、
市
民
課
市
民
係
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

今
月
は
児
童
手
当
の

　
　
　
　
　
　
　
支
給
月
で
す

　
今
月
は
、
平
成
四
年
二
月
分
か
ら
五

月
分
ま
で
の
四
か
月
分
の
児
童
手
当
が

振
り
込
み
に
な
り
ま
す
。
今
月
の
五
日
以

降
、
該
当
す
る
金
融
機
関
で
受
け
取
っ

て
く
だ
さ
い
。

※
振
り
込
ま
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
市

民
課
市
民
係
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

a
二
五
－
二
二
一
（
内
線
）
≡
匠

児童手当現況届受付日程表

月
　
　
日

6
月
2
3
日

6
月
2
4
日

6
月
2
5
日

6
月
2
6
日

6
月
2
9
日

地
区
名

越
　
河

斎

1rI

大
　
平

大
鷹
沢

白

llI

ノ1・

原

福
　
岡

白
　
石

白
　
石

行

政

区

全

区

全

区

全

区

南
町
・
田
町
・
本
町
・
中
町
・
長
町
・
亘
理
町
・

短
ケ
町
・
新
町
・
西
益
岡
・
中
益
岡
・
東
益
岡
・

清
水
小
路
・
寿
町
・
柳
町
・
本
郷
第
一
・
本
郷
第

二本
郷
第
三
・
本
郷
第
四
・
寿
山
・

旭
町
・
上
郡
山
・
郡
山
・
小
下
倉

緑
が
丘
・
鷹
巣

時
間

午前9時一午後3時

場
所

市役所第2会議室（2階）

六
十
歳
以
上
六
十
五
歳

未
満
の
方
も
国
民
年
金

に
加
入
で
き
ま
す

　
国
民
年
金
で
は
、
六
十
歳
以
上
の
方

で
も
、
希
望
す
る
こ
と
に
よ
り
六
十
五

歳
に
な
る
ま
で
国
民
年
金
に
加
入
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
高
齢
者
任
意
加
入
）

①
国
民
年
金
を
受
け
る
た
め
に
必
要
な

　
期
間
に
満
た
な
い
方

②
受
給
資
格
期
問
は
満
た
し
て
い
る
が
、

　
過
去
に
保
険
料
の
未
納
期
間
が
あ
る

　
方

④
過
去
に
保
険
料
の
免
除
を
受
け
た
期

　
間
が
あ
り
、
追
納
で
き
な
く
な
っ
た

　
期
問
（
十
年
以
上
前
の
期
間
）
が
あ

　
る
方

④
任
意
加
入
が
で
き
る
が
、
加
入
し
な

　
か
っ
た
期
間
の
あ
る
方
な
ど
で
す
。

国
民
年
金
の
手
続
き
を

　
　
　
　
　
　
　
お
忘
れ
な
く

　
二
十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の
方
で
、

厚
生
年
金
保
険
や
共
済
組
合
に
加
入
し

て
い
な
い
人
は
、
必
ず
国
民
年
金
の
加

入
手
続
き
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

学
生
も
当
然
加
入
に
な
り
ま
す
。
国
民

年
金
の
手
続
き
は
、
忘
れ
ず
速
や
か
に

行
い
ま
し
ょ
う
。

　
詳
し
く
は
、
市
民
課
国
民
年
金
係
盈

二
五
－
二
一
一
一
内
線
一
三
六
へ
。
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ヨーグルト

ヨーグルトは、牛乳を乳

酸菌または酵母で醗酵させ、

独特の風味を出した醗酵乳
です。

ブルガリアが最も有名で

すが、モンゴルやインドで

も古くから利用されてきま

した。

牛乳に比べて、たん白質

やカルシウムがよ1）消化吸

収されやすい形になってお

り、乳酸菌の作った乳糖消

化酵素を含むため、牛乳で

下痢しやすい人でも食べら

れる点が特徴です。

ヨーグルトを常用してい

るブルガリアに長寿者が多

いことから、乳酸菌が健康

と密接に関わっていると考

えられ、人類の長い歴史的

経験のなかから生まれた、

優れた健康食品と言えます。

　
　
　
鶏
肉
の
ヨ
ー
グ
ル
ト
煮

〔
材
料
）
四
人
分
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
間
く
ら
い
浸
け
る
。

鶏
肉
㎝
9
、
④
（
塩
・
こ
し
ょ
う
各
少
々
　
　
②
み
じ
ん
切
り
に
し
た
玉
葱
と
に
ん
に

ヨ
ー
グ
ル
ト
大
さ
じ
2
）
、
玉
葱
（
中
）
2
　
　
　
く
を
油
で
よ
く
妙
め
て
か
ら
、
①
と

個
、
に
ん
に
く
2
か
け
、
油
大
さ
じ
ー
、
　
　
種
を
取
っ
た
赤
と
う
が
ら
し
を
加
え

赤
と
う
が
ら
し
4
本
、
ト
マ
ト
ー
個
、
　
　
　
て
妙
め
、
蓋
を
し
て
弱
火
で
2
0
分
ほ

ピ
ー
マ
ン
ー
個
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
7
0
㏄
、
　
　
　
ど
煮
込
む
。

し
ど
け
1
束
、
塩
・
こ
し
ょ
う
各
少
々
　
　
③
湯
む
き
ト
マ
ト
の
ざ
く
切
り
と
、
一

〔
作
り
方
〕
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口
大
の
ピ
ー
マ
ン
と
、
し
ど
け
は
3

0
鶏
肉
は
一
口
大
に
切
り
、
④
に
一
時
　
　
　
㎝
ほ
ど
に
切
っ
て
入
れ
、
ひ
と
煮
立

ヨ
ー
グ
ル
ト
と
ト
マ
ト
の
酸
味
で
、

さ
っ
ぱ
り
と
し
た
肉
料
理
。
冷
た

く
し
て
食
べ
て
も
お
い
し
い
一
品

で
す
。

ち
さ
せ
て
、
塩
・
こ
し
ょ
う
で
味
を

と
と
の
え
て
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
加
え

て
仕
上
げ
る
。
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勿暫申診り

★
／
寸
斗

★
1　

・
、
　
2

雛
輩

り

’趣

白石市食生活改善推進員

ノ」、野　　トクさん　（大鷹沢）

濫　1．　　＝＝　覗

土醗…酷冒間シーズン

　日本列島は、もろい地質に覆われ

た火山国で、国土の70％以上が山地

や丘陵地で占められています。この

ため、梅雨期や台風シーズンになる

と、がけ崩れ、土石流、地すべ1）に

よる災害が多発します。日頃から、

次のようなことに注意しましょう。

地震のときや、100ミリメートル以

上の長雨、1時間に20ミリメートル

を超す大雨のときは、特に注意をす

るとともに、がけのまわ1）を日頃か

ら点検し、避難先を決めておきまし

ょう。

宅地のがけを削った1）、水路を作

る時は、市建設課25－2111（内線）

264・265または、大河原土木事務所

0224－53－3111へご相談ください。

消費生活モニター調査結果

・
叩 目

1．食　 パ　 ン

．小　麦　粉
3．即席中華めん

4，砂　　　 糖

5，し　ょ　う　ゆ

6，サ　ラ　タ　油

7，マーガリン
8，牛 乳

タ

10．ティ〆ンユペーパー

11．ラ

13．洗たく用合成洗剤

12、アルミホイル

規 格

並食1袋6－8枚切

薄力粉1kg

袋入『）1009

上白糖1kg

上級濃口照ポリ容器入り

ポリ容器入甘）700g

カルトン入1）ソフト225g

紙容器入り1，000eo

　カルトン入り2259

400枚（200組）紙箱入1）

プ　幅30cm、長さ20m

幅25cm、長さ8m

14．理　髪　料
15．パーマネント料

16，　ク　リ　ー　ニ　ン　　ン［

17．カレーラィス

璃．灯　　　　油

19，レキュラーカゾリン

肥
土 油

綿化緑用無リン紙箱入1〕
農縮小型1．5kg入り

小学生調髪

コールドショート

長袖ワイシャツ

外食並1皿

18忍店豆賃｛面格

1セ現金

1尼現金

今　月1円｝

最高価格

160

250

85

252

320

380

200

280

390

150

235

850

165

2，000

6，000

200

600

900

178

78

最低価格

150

128

80

240

290

260

208

180

358

80

220

98

648

1，500

5，200

170

500

774

115

68

平均価格　1円）

今月
156

199

88

248

302

340

193

224

373

127

135

225

782

1，820

5，840

190

533

840．60

120．00

72．00

調査年月日　平成4年5月1日

　　　比　較〔％｝
前月　　　前月　前年同月　　　　　前年同月

151
　　158　　　103，3　　　　　98．7

180
　　191　　　110，6　　　　　104．2
　83　　80　　　100，0　　　　　103．8

236
　　247　　　105．1　　　　　100．4

287

369

19荏

215

361

125

215

123

735

1，780

6，140

190

490

872．38

122．76

74．32

303

372

225

197

369

127

143

213

742

1，617

5，950

178

472

887

128

73

105．2

92，1

99，5

104，2

103．3

101．6

104．7

109．8

102．2

106，4

95．1

100，0

108．8

96．36

95．19

96．88

99，7

91，4

98．0

95，6

101．1

100．0

105．6

94，4

105．4

97．2

112．6

106，7

94．o

l12．9

97，8

98．6

■

愈シルバー
　　ダンスパーティー

好評にこたえて、今回下記により

開催いたします。市民の皆さん、多

数のご参加をお待ちいたします。

O日　時　6月20日仕）午後6時30分

O会場市中央公民館大ホール
o参加資格
　・女性は60歳以上の方に限1）ます。

　・男性は年齢を問いません。

○主催ダンスパル白石

O問い合わせ先

　　　智26－3640跡部まで

※初心者のためのレッスンコーナー

も設けますので、お気軽にどうぞ。

噂・高山植物観察会

南蔵王の高山植物に関する知識を

高めることを目的に開催します。

O日　時　7月5日（日）午前9時

　　　中央公民館集合（小雨決行）

○場所南蔵王
O対象及び募集人員　市民30名

　　（定貝になり次第締め切り）

o講　師　蔵王自然保護協会員

○参加費　2，000円

O申し込み　中央公民館へ6月5日

「

働から12日働までの間に、中央公

民館窓口にて、参加費を添えて申

し込みください。

　（昼食は事務局で準備します）

○持参するもの　水筒

※山歩きできる服装でおいでください。

一　　　　 ■ 短期講座受講生募集

⇔アマチュア無線

内　容　第4級アマチュア無線技士

　　試験（8月17日～19日）の準

　　備講習会

日時6／11・6／18・6／25

　　7／2・7／9。7／16
　　7／23。7／30・8／6
　　8／13（毎週木曜日）

　　午後7時～9時まで
場所勤労青少年ホーム

講師高橋先生
受講料無料
教材費　第3、4級アマチュア無線

　　技士試験問題集（実費500円位）

㊥バウンドテニス

屋内の人工芝のコートで行うミニ

テニスです。

テニスコートの1／6のスペースな

ので、』』だれでも”“気軽に”楽しめる

ニュースポーツです。

日時6／12働・6／16（幻

　　6／19働・6／23（殉

　　6／26働・6／30（幻

　　午後7時～9時まで
場所勤労青少年ホーム軽運動場

講　師　宮城県バウンドテニス協会

　　中森先生
受講料無料

☆受講申込期間　　6月1日～8日まで

☆申込方法　電話及び直接来館のうえお申し込みください。

詳しくは、白石市勤労青少年ホーム　白石市益岡町1－16　盈25－3720

市民茶会一煎茶席一

癒斗副．

　飯　　　一　’　x
，灘

　黛饗、．、プ1熱
　どヤ
　些ノ繭　　　シ
水無月の茶会を開きますので、お

気軽にご参加ください。

○日時6月28日（日）

　　　午前10時一午後3時まで

o場所碧水園茶室
O茶券　500円。碧水園でお求め

　　　ください。

o主催碧水園・茶道団体
○問い合わせ先

　白石市古典芸能伝承の館

　　　碧水園　智25－7949

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

　
　
　
　
　
　
　
　
効
き
目
の
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鎮
痛
シ
ー
ル
●

　
「
体
の
痛
み
が
、
た
っ
た
三
分
間
で
す
っ
か
り
取

れ
る
鎮
痛
シ
ー
ル
」
の
チ
ラ
シ
が
配
ら
れ
た
。
そ
れ

を
見
た
A
さ
ん
は
、
ま
さ
か
と
思
っ
た
が
、
会
場
に

出
掛
け
た
。
A
さ
ん
は
七
十
歳
の
男
性
で
、
座
骨
神

経
症
で
通
院
し
て
い
た
が
、
回
復
が
思
わ
し
く
な
い
。

　
会
場
に
は
、
す
で
に
十
二
、
三
入
の
人
が
集
ま
り
、

販
売
員
と
話
を
し
て
い
た
。
遅
れ
て
入
っ
た
A
さ
ん

は
販
売
員
に
、
痛
み
は
必
ず
取
れ
る
は
ず
。
試
し
て

く
だ
さ
い
と
勧
め
ら
れ
、
無
料
体
験
を
受
け
た
。
と

こ
ろ
が
不
思
議
な
こ
と
に
、
気
分
が
楽
に
な
り
体
が

軽
く
な
っ
た
よ
う
だ
っ
た
。

　
さ
っ
そ
く
何
度
も
使
え
る
鎮
痛
シ
ー
ル
九
枚
、
カ

ー
ド
一
枚
を
三
万
六
千
円
で
購
入
契
約
を
結
び
、
そ

の
場
で
手
持
ち
の
一
万
円
を
支
払
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
自
宅
に
帰
り
取
り
扱
い
説
明
書
ど
お

り
に
し
た
が
、
一
向
に
効
き
目
が
表
れ
な
い
。
そ
ん

な
は
ず
は
な
い
と
何
度
も
試
し
た
が
、
無
料
体
験
で

の
楽
な
気
分
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。

　
だ
ま
さ
れ
た
と
思
っ
た
A
さ
ん
は
、
効
果
が
な
か

っ
た
た
め
の
契
約
解
除
と
、
す
で
に
支
払
っ
た
金
額

一
万
円
の
返
金
を
求
め
、
内
容
証
明
郵
便
で
業
者
に

通
知
し
た
。

　
最
近
の
訪
問
販
売
業
者
は
、
民
家
を
会
場
に
し
て

活
動
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
よ
う
で
す
。
羽
毛
布
団
、

磁
気
マ
ッ
ト
レ
ス
な
ど
も
売
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す

が
、
良
く
知
ら
な
い
業
者
の
口
車
に
乗
せ
ら
れ
て
、

自
宅
を
開
放
し
た
り
、
人
集
め
に
利
用
さ
れ
た
り
し

な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
消
費
生
活
相
談
室



　　　　　　噛
ほしゆう
副．ナ
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　　『4♂

白石市職員（上級）を募集します

o職種および採用予定人員

行政　若干名
学芸員　　1名

o受験資格
　《行政》

　昭和42年4月2日から昭和46年

　4月1日までに生まれた者で、大

学卒業以上の者、または卒業見込

みの者

　《学芸員》

　昭和42年4月2日から昭和46年

　4月1日までに生まれ摩者で、大

学卒業以上の者、または卒業見込

みの者で学芸員の資格取得者、ま

たは平成5年3月31日までに資格

取得見込みの者

○試験場　白石市役所

o試験日時・種目

　〔第一次試験〕

　・試験日　平成4年8月2日（日）

　・時　　間　　10日寺～16日寺

　・試験種目　教養試験、専門試験

　　　　　論文試験

　〔第二次試験）

　・実施時期　8月下旬～9月上旬

　・試験種目　人物試験、身体検査

　　　　　身上調査
O採用時期　平成5年4月1日
ρ受験手続き　受験申し込み用紙は、

　市役所総務課に用意された用紙を

　使用し、所要事項を記入して提出

　してください。

o申し込み受付期間・時間

　6月15日（月）～7月10日働

　平日8時30分～17時
　土曜日　8時30分～12時（ただし

　6月27日は閉庁日となります。

※郵送の場合は、最終日の消印有効

oその他　受験申し込み書用紙の請

求を郵送で行う場合は、あて先明

　記の返信用封筒（大学ノートの入

　る大きさ、120円切手貼付）を同封

　してください。

受験手続き、その他受験に関する

問い合わせは、市総務課人事係智25

－2111（内線）332へ。

公立刈田綜合病院職員を
　　　　　　　　　　　　募集します

○職種および採用予定人員

薬剤師　若干名

看護婦　若干名

o受験資格
　《薬剤師》

　昭和43年4月2日から昭和46年

　4月1日までに生まれた者で、大

学卒業者、または卒業見込みの者

で、薬剤師の資格を有する者、ま

たは資格取得見込みの者

　《看護婦》

　昭和37年4月2日から昭和48年

　4月1日までに生まれた者で、看

護婦の免許取得者（取得見込者）

O試験場　同病院会議室（新館1階）

○試験日時・種目

　《第一次試験）

　・試験日平成4年8月2日（日）
　・時　　間　　10日寺～17日寺

◆・試験種目　教養試験、適性検査

　　　　　作文試験
　〔第二次試験〕

　・試験日平成4年8月下旬
　・試験種目　人物試験、身体検査

　　　　　身上調査
○受験手続吉

　受験申し込み用紙は、公立刈田

綜合病院庶務課人事係に用意され

た用紙を使用し、所要事項を記入

　して提出してください。

　　　　　　國

『

青少年国際交流キャンプ

　　　　　参加者募集

在日アメリカ人、インドネシア人

青少年との共同キャンプ

O期　目　7月29日㈱～8月2日（日）

　　　　4泊5日

o場所
小学生：静岡県朝霧野外活動セン

　　　　ター
中学・高校生＝本栖湖青少年スポ

　　　　ーツセンター

O対象小学生4～6年生320名
　　　　中学・高校生　　250名
（全国どこからでも参加できます）

o参加費

小学生　　　35，000円～71，000円

中学・高校生37，000円～81，000円

　・参加費は日本小型自動車振興会

　の補助を受け、出発地によ1）異

　な1）ます。

o資料請求・問い合わせ・申し込み先

財団法人　国際青少年研修協会

〒160　東京都新宿区四谷2－11

　　　大村ビル3F
　　　　岱　　03－3359－8421

　　　　FAXO3－3354－2207

○申し込み受付期間

　6月10日（月）～7月！0日働

　平　日　午前8時30分～午後5時

　土曜日　午前8時30分～正午

※郵送の場合は、7月10日まで必

　着のこと。

○その他　受験申し込み用紙の請求

　を郵便で行う場合は、あて先明記

　の返信用封筒（大学ノートの入る

　大きさで120円切手を貼付〉を同

　封してください。

　受験手続き、その他受験に関する

問い合わせは、公立刈田綜合病院庶

務課人事係盈25－2145（内線）323へ

BOOKS・1いん1航お胡一・しょん調
移動図書館（こまくさ号）巡回日程表
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成4年4月現在

～新着図書案内（抄）～

週 曜日1地区名

火

　
水

第

1

週

第

2

周
一

第

3

週

第

4

周
一

金

火

水

木

火

水

金

火

水

金

斎川

福岡
福岡
福岡

福岡
福岡
福岡
福岡
福岡
小原
全地区

白　石

越　河

白　川

白　川

白　川

白　石

大鷹沢

白　石

福　岡

福岡
越　河

白　石

白　石

白　石

白　石

白　石

白　石

白　石

大平
全地区

大鷹沢

越　河

越河
白　石

白　石

白　石

駐　車　場　名

斎川小学校
長　峰　分　校
鎌 先

三本木（大槻宅前）

深谷小学校
八　宮　分　校
長 袋

福岡小学校
三　住　分　校

小原中学校
配 本　※

城　南　団　地

南　中　学　校
白川第一ニュータウン

白川小学校
白川中学校
観音崎住宅
不　　忘　　園

杉浦製作所前
蔵　王　分　校

不　忘　分　校

越河小学校
アツギナイロン社宅

緑が丘市営アパート

緑が丘住宅
緑が丘県営アパート

鷹巣蛭賀屋敷
旭町　公　園　脇

傑　山寺門　前

大平小学校
配　　本　※

大鷹沢小学校
前越河郵便局前

越　河　駅　前
萩が丘児童公園前

寿山教員住宅
寿山南公園前

時 間

午後3：00～4：00

午前9：40－10：20

午前10：40～11：20

午後1：30一一2：00

午後2：10～3：30

午前10：00～11：00

午後1130～2：00

午後2：30～4：00

午前9：40～10：40

午後3：00～4：00

午前9：00～11：50

午後1：40～2：30

午後3：00～4：00

午後1：30～2：10

午後2：20～3：20

午後3：30～4：20

午後1：30～2120

午後2：40～3：10

午後3：20～4：20

午前9：40～10：20

午前10：40－11：30

午後2：00－3：き0

午前9：30～10100

午前工0：10～10130

午前10：40～11：00

午前11：10～11：40

午後2：30～3：10

午後3：20～4：20

午後1：50～2：20

午後2：30～3：30

午前9：00～11：50

午後2：00～3：10

午前10：20～10：40

午前10：50～11：30

午後1：20～2：20

午後2：30～3：20

午後3：30～4：20

連絡先

大槻孝

佐藤春夫

大勝吉男

話電

25－2704

24－8345

26－3735

25－3536

24－5877

25－3359

24－8342

29－2027

28－2013

27－2103

27－2102

25－3518

24－8343

24－8344

28－2008

25－8445

25－3709

25－3714

28－2261

※自動車文庫配本所について、詳しくは市図書館へ。

子どもの本展示会

　昨年度発行された児童図書の中か

ら、子どもたちに読んでほしい本300

冊を宮城県図書館から借1）受け、移

動展示をするものです。お子さんと

一緒におでかけください。

○日　時　6月12日働～14日（日）

○場所図書館2階文化室

図書館利用案内

○開館時間

月～土曜日　9日寺～4日寺55分

　日曜日　　　10時～4時

o休館日

　6月30日（火）月末整理日

白石市図書館

　　　　盈26－3004

1．私が愛用する辞書・事典・因鑑

　　　　　　　　監イ1多　。中～尺辛斤一

2．大予言の嘘・占いからノス匹ラダムス

　までその手口と内幕　　　、占水一夫著

3．地球に恋してタンデムラン・バイクで

　世界一周42ヶ国15万km、走破の記録！

　　　　　　　　　東はるみ著
4．新ロシア革命アレクサンドル・プトコ著

　　　　　　　　1頼川清茂監修
5．岩波新書。21世紀型・中小企業

　　　　　　　　　中村秀一郎著
．心をこめた先祖供養　　　牛次郎覚心著

　鬼女伝承とその民俗・ひとつ家物語の

　世界　　　　　　　笹間良彦著
8．事例でわかる方位と家相　長尾　彰
　　　　　　　　　　　共著　　　　　　　　　有山茜
9．お年寄1）からのプレゼント

　ー痴呆性老人と接して学んだ私の人生一

　　　　　　　　　松井フミ子著
10．おしゃべ1）な診察室・患者と医者が

　つきあうとき　　　　　藤原一枝著
11．ぼけ老人の在宅看護・上手に接し、

　やさしくいやす　　　　監修・大友英一

12．らくらく操体・からだの痛みをとる

　　　　　　　　　楡金良雄著
13．ハーブ・芳香種のすべて

　　　　　　花作り手帖編集部編著
14．平成職入絵伝・関東編　日本の「技」

　に生きる84人衆　クIlタリュウ絵と文

15．相撲ウォッチング　　　　S・W・A編
16．伝統こけしとみちのくの旅

　東北の産地めぐり　　　小野洗ほか著

17．百漢練乱・拓技画の世界、漢流魚拓

　の魅力から拓し方まで、井出波龍作

　品集　　　　　　　　　　山と漢谷社編

　手紙往復文例百科　　　　監修・中川越

　川柳の作り方　　　　　　野谷　竹路著

　乗り換えの多い旅　　　　田辺聖子著
　心の砂時計　　　　　　　遠藤　周作著

　　　　　　　　　草川　隆著

　　　　　　　　　広瀬　順弘訳

　　　子どもの本
31．歯いしゃのチュー先生

　　　　ウィリアム・スタイグぶんとえ

　　　　　　　　はまだようこ・え
32，まっすぐいったらどこへいく

　　　　　　　　　松浦孝子作
33，ペンキンたんけんたい　　斎藤　洋作

　　　　　　　　　　高畠純絵
34．空からおちてきた王子

　　　　　　　C，ネストリンガー作
　　　　　　　F．K．ヴェヒター絵
　　　　　　　　佐々木田鶴子訳
35、カレンダー　　　　　　ひこ・田中作

18．

19，

20．

21．

22．遊びと文化　　　　　　　山川　学而著

23．義経の刺客・上・下巻　　　山田　智彦

24，峠の声　　　　　　　　　伊集院　静著

25、恩讐海峡　　　　　　　　佐木　隆三著

26．茜に燃ゆ・上・下巻　　黒岩重吾著
27．東北新幹線くやまびこ＞の殺入

28．家族元年　　　　　　　　阿久　　悠著

29、おろしや国酔夢諄　　　　井上　　靖著

30．大使館・上・下巻レスリー・ウォラー著



　　　　　　シロイシイベント
　　　　6月ダィアリー献

回
　◆歯の健康教室白石市大会

　　中央公民館…………………P23

國
◆白石市総合防災訓練

　白川中、津田ニュータウン…P9

◆子どもの本展示会（14日まで）

図書館文化室………………P20

國
◆親子蔵王登山

　6：30市役所集合…・…　　・・P22

國
◆綱引講習会

　勤労者体育センター一　・・P22

國
◆市民茶会

　碧水園……………　P18

※すべてのイベントではありません。

　　　　　オーブン
　新鮮でおいしい野菜を今年もお届

けいたします．ご利用ください。

0日時6月13・2〔）・27日

　　　10時～12時
　※7月は、4・ll・18日に予定し

　ています。

○場所　市民会館玄関わき

壁桀険ウォーキング参加者募集

　　　白石の良さを再発見

○期日

地域の良さを追求しながら体力づくりをしませんか。

（1）7月12日　（2）8月10日

（3）10月25日　※小雨決行

Oコース

　・Aコース　大平、斎川、越河方面

　・Bコース　大鷹沢、白川方面

　・Cコース　小原方面

※参加は原則として3回連続とし

　ます。

○対象・定員　小学5・6年生計5〔）名

O参加費　各回とも500円程度

　　　（ノくス代、f呆険料）

O申し込み期限　6月30日

申し込み、問い合わせは、市教育

委貝会文化スポーツ振興課盈25－21

11（内線）412へ

轟圏の健康教室
　　　白石市大会

家庭介護者教室を

　　　開催します

O日時　6月6日（土）13時30分～16時

○場所　白石市中央公民館

亡」嚇れていませんか
　自動車税宮城県から

　自動車税は、もう納められたでし

ようか。

まだの方は、今すぐ最寄1）の金融

機関、あるいは大河原地方県事務所

税務部の窓口で納めてください。

　また、どうしても納められない事

情がある場合は、大河原地方県事務

所税務部の窓口においでになってご

相談ください．

詳しくは、大河原地方県事務所盈

0224－53－31！1’＼

　　　　　團

　「家庭介護者教室」とは、日常介

護面での問題を多少なりとも解決す

るため、家庭介護者に多くの知識や

技術を修得していただくものです。

o日時
　・第1回目　7月10日働

　　　　　　9時30分～15時
　・第2回目

　・第3回目

　・第4回目

o場所

8月7日働10～15時
9月12日（土）10～15目寺

10月16日（金）10～15日寺

デイサービスセンター吹上荘

O費用1，000円（テキスト代
初回のみ700円、食事代300円）

○定　員25名（定員次第締め切り）

　白石市役所前（9時15分発）から

会場まで送迎いたします。

　申し込み、問い合わせは、市社会

福祉事務所盈25－2111（内線）155ま

たはデイサービスセンター吹上荘

費24－5500へ

r家屋調査に

　　　　こ協力を

現在、来年度から新しく固定資産

税の対象となる家屋の調査をしてい

ます。調査の対象となるのは、平成

4年1月2日から平成5年1月1日
までに新築、増改築が完了する家屋

です。

調査の連絡がありましたら、ご協

力をお願いします。

新緑の蔵王にチャレンジ／

　　　親子蔵王登山

O日時6月21日（日）

　午前6時30分、白石市役所集合

○対象者・定員

小学5・6年生の親子23組

　※定員になり次第締め切ります。

oコース　市役所一竺刈田峠～不忘

　山～白石スキー場∠竺一市役所

O参加費　親子で2，000円

　　　　（保険料、バス代等）

○参加申し込み方法

　6月10日まで参加費を添えて市教

育委員会文化スポーツ振興課（費25

－2111内線412）に、申し込みください。

お済みですか

「家屋取壊届』

平成4年1月2日以降に家屋の全

部又は一部を取り壊しをした方（予

定も方も）は、来年度よ1）税額が変

わりますので「家屋取壊届」を提出

してください。

届出用紙は税務課の窓口にありま

すので、ご来庁ください．

o問い合わせ先

市税務課固定資産税係費25－2111

（内線）146～148

白石城跡の発掘調査

について

市教育委貝会では、昨年度に続い

て白石城跡の発掘調査を実施してい

ます。調査に際しては、十分に安全

管理をしていますが、市民の皆様の

ご理解とご協力をお願いします。

文化スポーツ振興課盈25－211！

　（内線）412・413

《お詫びと訂正》

5月号13ぺ一ジの老人医療の一部

負担金に誤1）がありました。次のよ

うに訂正し、お詫び申しあげます。

　（誤）外来1ヵ月　800円
　　　　　↓　（正）外来1ヵ月　900円

綱引講習会を開催します
　～「綱引競技」に挑戦してみませんか／～

綱引競技に興味のある方ならだれ

でも参加できます。この機会にあな

たも参加してはいかがですか。

○日時

o場所
○内容

6月26日働
午後6時30分～午後8時30分

白石勤労者体育センター

ルール及び技術指導

　（講話・実技）

○参加申込　6月19日働まで市教育

委員会文化スポーッ振興課智25－

2111（内線）412へ。

○その他　当日は運動のできる服装、

運動靴をご持参願います。

◎綱引競技用の綱をお貸しいたします。

希望者は、市教育委貝会文化スポ

ーツ振興課智25－2111（内線）412へ。

家庭教育丞、れあし、推進事業

新井戸端会議・『つくしひろば』開設

昨年度に引き続き、今年度も「つ

くしひろば」を開設します。

　「つくしひろば」は、近隣の親の

方々の情報交換、仲間づくりをはか

りながら、家庭教育に関する学習や

親と子のふれあい活動、子育てグル

ープ活動を行います。

いつでも、どなたでも、お気軽に

参加できます。ご利用ください。

○開設期間　6月～平成5年2月

毎週火・木・金曜日、10時～15時

　※9月から毎月第2土曜日も開設

　します。

o開設場所　白石市中央公民館

　　　　　　図書室及び広場
o参加費　無　料

詳しくは、市教育委員会教育課社

会教育係智25－2111（内線）409・410へ

まなびピア992
　　　　　　　　inみやぎ

　　　　　～学べばそこは未知の国～
生涯学習の一層の振興のため、白石市、仙台市、、気

仙沼市、蔵王町を会場にシンポジウム、講演、生涯学

習見本市などたくさんのイベントが行われます。

○開催期間

（1）主催事業　10月31日～11月4日

（2）協賛事業　9月1日～11月30日

O主催第4回全国生涯学習フェ
スティバル実行委員会（文部省、

宮城県、仙台市、気仙沼市、白石

市、蔵王町ほか）

○各会場のコンセプト（概念）

■白石会場（市民会館、中央公民

　館、碧水園、白石蔵王パレスホ

　テルほか）

ロ
』

霧
「歴史をつなぐ生涯学習」

／ll溝雛1

■仙台会場

　「生涯学習、その可能性」

・気仙沼会場

　「海と生活と生涯学習」

■蔵王会場

　「自然と生涯学習」

）
つ
伝

s｝汀

　水道料金のお支払いは大変便利な口座振替をこ利用ください。
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白石市役所
1階市民室
白石市役所2階

第2会議室
白石市役所2階

第2会議室
白石市役所2階

第2会議室
福祉事務所内
相　　談　　室

白石市役所3階

第3会議室
白石市役所2階

第2会議室
白石市役所1階
消費生活相談室

1
圏
繍繭‘＝O

10：QO～12：0015市長相談

10：00～15：0015人権擁
相

10：00～15：0015行政相談

10：00～15：0015

10：00～12：005・25
生活相談

9：30～15：0015社会保険
相　　談

10：00～15：0015税務相談

10：00～15：00毎週月・水・金消費生活
相　　談

福祉事務所

13：00～14：00

10：30～11：30

リオン

4・18
ニホン

26

補聴器巡回

サービス

白石市役所4階

第4会議室
白石市役所3階

第3会議室
す君25－2111内線351

10：00～15：0015

10：00～15：00

電話相談にも応じま

9

無料法律
相　　談

障害者
相　　談

9：・・一17：・擢轟難4タ堕　毎週
月・火・木・金

青少年
相　談

、
（
話

＝

6月21日

　内科　刈　田　病　院　費25－2145

　外科刈田病院費25－2145

　歯科　白石中央歯科医院雪24－5554

6月田日

　内科柿崎医院台25－2210

　外科銭谷医院雪25－2010

　歯科吉村歯科医院費26－2118

7月5日

　内科亘理医院費25－8501

　外科刈田病院台25－2145

　歯科岩田歯科医院β25－2191
豪休日当番薬局は健康カレンダーて。

続一
鳳0

6月7日

内科海上医院餐25－150

外科刈田病院費25－2145

歯科　谷津歯科医院　δ26－32馳

6月14日

　内科　水野内科クリニソク唇25－2736

外科胡田病院費25－2145

歯科　村上歯科医院　費26－2678

※都合により変更になる場合もあります。
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、　　　知幸さん、裕美さんの長男

1　ママからひとこと

　　ししいつもニコニコ明るく強い人になってね”

　パパからひとこと

　　“元気であればそれでいい”

翻⑱邑翻⑱邑嵌軸‘9嵌軸色㊨病⑱邑

手ピッ，美術館

　T「剛

　　　　　　宍戸　勇太くん
　　　　　　　　（福岡小3年）

〆
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霧蕎奪淘趨　＿芝フォト歳時記一田植え一
臨幅膨漣＿一・一ヂ1　＝『　　　白石のお米の中で、うまいと
　　　　　　　　　　4，　　　　・　一
　　　　　　　　　　　　　　　評判の越河地区。例年よ1）やや

、薪・・一．≧一璽、〆遅れての田植えですが潜の成

’須繍1・㌧工醒謙赫藷1喜
　　　　　　　　　　　　　　　っただけに、これからの天気が

　　　　　　　　　　　　一　 気になるところです。
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市内の交通事故（4／16～5／15

　事故発生件数　　49件（261件）

　死亡者数　 0件（　1件）

　負傷者数　18人（69件）

　物損件数　36件（199件）
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